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会 長　　麿   秀  晴

ྩ࿨̔ 年の新य़Λܴ͑ɺۘ Μで新年のごѫࡰΛਃし্͛·すɻ

ΓɺްࣀΛྗڠԉ・ごࢧ年த͸ɺ日本印刷産業連合会（日印産連）のӡӦにଟ大ͳるごچ ޚ͘

ྱਃし্͛·すɻ

ࢧΛؾܠௐͳインバ΢ンυध要΍高ਫ४の௞্͕͛޷年の日本経済͸ɺࡢ る͑一ํɺ෺価্

ঢと人खෆ଍͕ؾܠ全体のճ෮Λಷらせ·したɻ

印刷産業にお͍てもɺܹٸͳ࿑務අɺࡐݪྉඅɺエネルΪーコストの্ঢ͕֤ا業に大 ͳ͖

ӨڹΛ与͑ておΓɺ෺価্ঢ෼Λ࣮֬に価֨సՇして͍͘ と͕͜ の経Ӧ課୊とͳΓ·したɻۓ٤

੓෎͸ɺ෺価高にෛけͳ͍௞্͛とɺ国内΁の੒長౤͕ࢿਐΉ環境Λ࡞る͜ とΛ経済੓ࡦ

の࠷ॏ要課୊としてɺサプライチェーン全体での価֨సՇ・औҾదਖ਼化にపఈతにऔΓ૊ΉΑ

ɺ͏す΂ての産業に要੥して ·͍すɻ

·たɺ本年̍ 月̍ 日ΑΓ「Լ੥法」͕ վਖ਼ れ͞ɺ「தখडୗऔҾదਖ਼化法（௨শ「औద法」）」と

してࢪ行͞れ·したɻதখडୗ事業者における௞্͛のࢿݪの֬保とརӹ保護Λ໨తとしてɺ

தখडୗऔҾのద༻ର৅͕֦大しɺٛ 務内༰・ࢭې行ҝ͕֨ݫ化 れ͞て ·͍すɻಛにखܗ෷

͍に͍ͭて͸ࢭېとͳΓɺࢧ෷͍ظ日のݫक͕求められる͜ ととͳΓ·したɻ「औద法」おΑͼࣗ

主行動ܭըの९कに޲けɺൃ ஫ଆ・ड஫ଆともにੵۃతにٞڠの৔Λઃけて͍たͩ͘ Α͏ おئ

͍͍たし·すɻ

一ํで印刷産業͸ड஫産業であΓɺサプライチェーンの௖఺とͳるൃ஫ݩ΁のಇ͖ ͔け͕ܽ

͔せ·せΜɻ日印産連͸主要ൃ஫ݩの業ք団体にରしてɺ価֨సՇと商श׳のݟ௚し等ɺऔ

Ҿదਖ਼化のྗڠ要੥にऔΓ૊Μで·͍ るॴଘですɻ会員10団体ฒͼにࢍॿ会員のօ༷のご

ਃし্͛·すɻ͍ئΛおྗڠ

社会全体の%9΍"*活༻͕ਐΈɺ事業環境ͩけで͸ͳ͘ ɺ人ʑのੜ活·でも大͖ ม͘Θ て͍ͬ

ͳ͔͘でɺզʑ印刷産業͸長年ഓΘれた印刷ٕज़Λ֩にɺ࣌ ୅のม化にରԠした事業ϙートフォ

リΦม革にऔΓ૊·ͳけれ͹ͳΓ·せΜɻ「高付加価値コミュニケーションサービス産業」として社

会に求められ続ける産業であるためにɺ会員10団体͕ྗΛ合Θせサプライチェーン全体でのऔ

Ҿదਖ਼化にऔΓ૊Έɺ新たͳ価値創出ɺ事業ྖҬの֦大に޲けた連ڞ・ܞ創Λਪਐし·すɻ

日印産連͸本年もɺ印刷産業の価値޲ と্࣋ 続Մೳͳ社会の࣮ݱに޲けてɺ関܎省ிɺ会

員10団体ɺࢍॿ会員ɺ関܎業ք団体のօ と༷ڞに༷ʑͳ活動Λ行 てͬ·͍ Γ·すのでɺօ༷に

͸Ҿ͖ 続͖ ごࢧԉɺごྗڠΛࣀΓ·すΑ͏ お͍ئਃし্͛·すとともにɺ͞ らͳるごൃలとご݈উΛ

と͞ࡰ೦してɺ新年のѫف せて͍た͖ͩ ·すɻ

一般社団法人 日本印刷産業連合会 経済産業省 商務・サービスグループ 文化創造産業課
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ྩ࿨̔ 年の新य़Λܴ͑ɺۘ Μでおܚͼਃし্͛·すɻ
印刷産業のօ༷にお͔れ·して͸ɺ平ૉΑΓฐ省の੓ࡦにごྗڠΛࣀΓあΓ͕ と͏ ご͟ ·͍すɻ
զ͕国で͸ɺ਺年ؒにΘたる%9ɺG9等の੒長෼野΁のੵۃ౤͕ࢿժਧ͖ ɺ໊ ໨G%P͕一

年ॳめて600ஹԁの大୆Λ௒ࡢ る͑ͳͲɺ໌ る͍ஹしもݱれ࢝めて ·͍すɻ͜ し͏たྲྀれΛண࣮
ͳものとする΂͘ ɺ本年の経済੓ࡦの࠷ॏ要課୊の一 とͭͳるの͸ɺ෺価高にෛけͳ͍௞্͛
΍ɺ国内΁の੒長౤͕ࢿਐΉ環境Λ࡞る͜ とですɻࡢ年の高ࢢ૯ཧのॴ৴表໌ԋઆにお͍て
もɺ「ߋͳるऔҾదਖ਼化等Λ௨͡ ɺ௞্ と͛ઃඋ౤ࢿΛྗڧにޙԡしし·す」とのྗ͍ڧメッセー
ジ͕ࣔ れ͞·したɻ

ଞํɺࡢ年̕ 月の価֨ަব月ؒのௐ査で͸ɺ印刷業の価֨ަবの࣮ࢪঢ়گの਺ࣈ͸ɺվળ
して͍るもののɺଞ業छとൺ΂て௿͘ ͳͬ ておΓɺ「ൃ஫ݮগ΍औҾఀࢭΛڪれɺަ বΛਃし出ͳ
͔ たͬɻ」と͍ ੠͏もฉ͔れて ·͍すɻ印刷業͸ɺड஫産業であΓɺサプライチェーンの௖఺͸ɺあ
らΏる෼野の産業とݴ ·͑すɻ経済産業省として͸ɺޙࠓとも業քのօ と༷͘ڧ 連ܞしɺ͜ れ·で
Ҏ্にɺ価֨ަবし΍す͍環境のৢ੒に޲けてऔΓ૊Μで·͍ Γた と͍͑ߟておΓ·すのでɺൃ
஫ݩとͳるଞの業քにରしてもɺզʑと連ܞしͳ ら͕ɺऔҾదਖ਼化に޲けたྗڠΛݺͼ͔けて·

Γ͍·しΐ͏ ɻ
て͞ɺ੍ の印刷෺と͞ݹ࠷ଘੈքݱ年͕໌֬ͳ࡞ れるの͸ɺಸྑ࣌୅の౻ݪ஥ຑ࿊のཚ௟

ఆޙに印刷 れ͞たɺ「ඦສౝଫཏೌ」ですɻশಙఱߖのൃئにΑΓ׭Ӧ事業で࡞られたɺඦສ
とも͞ج れるখౝに͸ɺ印刷にΑΓྔ 産͞れた「ଫཏೌ経」͕ ऩめられ·したɻ日本の印刷文化
͸ɺͦ のॶにお͍てൃ஫ݩ であ「׭͕」 たͬ͜ と͸ڵຯਂ͘ ɺ文ࣈ・ਤ૾等情報の保ଘと఻ୡΛ
໾໨とする印刷産業のྺ࢙͸ɺެ׭धとともにあ たͬとݴ ·͑すɻ

धのൃ஫に͍ͭて͸ɺ経済産業省も౰事者とͳΓ·すɻ国ɺ஍ํ࣏ࣗ体にお͍てもద੾ެ׭
ͳ価֨సՇ͕行ΘれるΑ͏ ɺ経済産業省としてもඞ要ͳରԠにしͬ Γ͔औΓ૊Μで·͍ Γ·すɻ

஍ํΛத৺にɺ価֨సՇ͸おΖ͔ɺ価͕֨Լ͛ࢭ·らͳ と͍͍ ੠͏͕ฉ͔れ·すɻ͜ のରࡦと
してɺࣗ ࣏体における௿ೖࡳ価֨ௐ査੍度΍࠷௿੍ݶ価੍֨度のಋೖ͕ॏ要とͳͬ て͖ ·す
͕ɺ͜ れら͸֤࣏ࣗ体にお͍てద੾に༧ఆ価͕֨ࢉ出 れ͞てॳめてػೳし·すɻա度ͳڝ૪に
ΑΓ࣮ ੎価 と֨ဃ཭した༧ఆ価֨のੵ͕ࢉ れ͞ͳ Α͍͏ ɺެ׭धにࢀ加͞れる事業者のօ༷に
͸ɺ۩体తͳࠜڌに͍ͮجたੵࢉΛ行 て͍ͬた͖ͩ ɺదਖ਼ͳ価֨ܗ੒͕ れ͞るΑ͏ ɺごྗڠΛお
たし·すɻ͍͍ئ

෺価্ঢにෛけͳ͍௞্͛Λى఺としてɺ国ຽのॴಘと経済全体のੜ産ੑ্޲Λਤると͍
੒͏長ઓུɺͦ の要͕価֨సՇ・औҾదਖ਼化であΓɺサプライチェーンの۱ʑ·で行͖ ಧ͘ Α͏ ɺ

օ༷に͸ͥͻリーμーシップΛൃشして͍た͖ͩ た͍఺ɺվめておئ し͍·すɻ
೦͍たし·してɺ新فలΛ৺ΑΓൃޚと事業の·す·すの޾にͳΓ·した͕ɺօ༷のごଟޙ࠷

年のޚѫࡰと͞ せて͍た͖ͩ ·すɻ

経済産業省 商務・サービスグループ 文化創造産業課

ΫϦΤΠςΟϒ産業ࣨ長　Ԯ ໺ ɹ ༸ ฏ
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主催者代表のご挨拶

主催者Λ୅表して新य़のѫࡰにཱ たͬ麿会長͸ɺ新年ަ
Λड़΂たのँײͼとご出੮た͍ͩたํʑ΁のت会開催の׻
ͪɺ「ࡢ年の日本経済͸ɺ޷ௐͳインバ΢ンυध要΍高ਫ४の
௞্͕͛ؾܠΛࢧ る͑一ํɺ෺価্ঢと人खෆ଍͕ؾܠ全
体のճ෮Λಷらせ·したɻ印刷産業にお͖ ·してもɺܹٸͳ࿑
務අɺࡐݪྉඅɺエネルΪーコストの্ঢ͕֤ا業に大͖ ͳӨ
Λ与͑ておΓɺ෺価্ঢ෼Λ࣮֬にసՇして͍͘ڹ と͕͜ ۓ٤
の課୊とͳΓ·したɻ

·たɺ本年1月1日ΑΓ「Լ੥法」͕ վਖ਼ れ͞ɺதখडୗऔҾ
దਖ਼化法ɺ௨শ「औద法」としてࢪ行 れ͞·したɻதখडୗ事
業者における௞্͛のࢿݪの֬保とརӹ保護Λ໨తとしてɺ
ద༻ର৅͕֦大しɺٛ 務内༰・ࢭې行ҝ͕֨ݫ化 れ͞·すɻ

「औద法」おΑͼࣗ主行動ܭըの९कに޲けɺൃ ஫ଆ・ड஫

ଆともにɺੵ の৔Λઃけて͍たͩٞ͘ڠతにۃ Α͏ ɺお͍͍ئた
し·すɻ

ޙࠓ ら͞にɺ事業環境΍人ʑのੜ活༷式͕大͖͘ มΘ てͬ
͍͘ ͳ͔でɺզʑ印刷産業͸長年ഓΘれた印刷ٕज़Λ֩にɺ
࣌୅のม化にରԠした事業ม革にऔΓ૊·ͳけれ͹ͳΓ·せ
Μɻ「高付加価値コミュニケーションサービス産業」として社会
に求められ続けるためにɺ会員10団体͕ྗΛ合Θせɺサプラ
イチェーン全体でのऔҾదਖ਼化にऔΓ૊Έɺ新たͳ価値創出
と事業֦大に޲けた連ڞ・ܞ創ΛਪਐしてࢀΓ·しΐ͏ 」とड़΂ɺ
日印産連΁の͞ らͳるࢧԉとྗڠΛ͗ڼ ɺࢀ会のօ༷の͍ͬͦ

の͏活༂Λف೦し年಄のѫࡰとしたɻ

ご来賓祝辞

ごདྷෂΛ୅表し経済産業省 商務情報੓ہࡦ 商務・サー
ビス੓ࡦ౷ׅௐ੔׭のߐᖒਖ਼໊ࢯΑΓॕ ࣙΛ͍た͍ͩたɻ新
年ަ׻会開催΁のおॕ͍のݴ༿に続 「͖զ͕国で͸ɺ਺年
ؒにΘたるデフϨのঢ়گのதでɺ%9΍G9と͍ たͬ੒長෼野
のੵۃ౤͕ࢿժਧ͖ ·してɺ一ࡢ年に໊໨G%P͕600ஹԁΛ
௒͑ɺࠓ͸ͦれ͕700ஹԁΛ໨ࢦす੎͍で৳ͼて ·͍すɻॣ
അ͕野ΛۦけるΑ͏ にɺ͜ の印刷業քも·す·す੒長يಓ΁と
৐ て͍ͬたͩけれ͹とࢥ ·͍すɻ

本年の経済੓ࡦの࠷ॏ要఺のϙイント͸「෺価高にෛけͳ
͍௞্͛」ですɻ国内の੒長౤ࢿΛしͬ Γ͔行 て͍ͬ͘ と͕͜
ॏ要 とͩߟ て͑おΓ·すɻࡢ年ൃ଍し·した高ࢢ੓ݖのॴ৴表
໌にお͍てɺ͞ らͳるऔҾのదਖ਼化ɺ௞্ と͛ઃඋ౤ࢿΛྗڧ
にޙԡしすると͍ ͏ྗ メッセージΛ͍ڧ しࣔたと͜ Ζですɻ௞্
͛Λى఺としてɺ国ຽॴಘと経済全体のੜ産ੑΛ্͛て͍͜ ͏
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「高付加価値コミュニケーションサービス産業」として
社会に求められ続けるために

2026年 新年交歓会

Ұൠࣾஂ法ਓ೔ຊ印刷ۀ࢈࿈߹会（ຩ ल੖会௕）はɺ1月�೔（ਫ）30࣌�ޙޕ෼͔Β౦ژɾދノ໳ͷTIF OLVSB 
TPLZP ฏ҆ͷؒͰɺۀ࢈ࡁܦলΛは͡ Ίͱ͢Δ੓քɾۀ࢈ք͔Βͷ͝དྷෂ΍ɺ೔印࢈࿈会員10ஂମͷօ༷ฒͼʹ
ՃऀΛ͓ܴ͑͠ࢀքஂମͷօ༷なͲɺଟ਺ͷۀॿ会員΍ؔ࿈ࢍ ʮ2026年新年交歓会ʯΛ։͠࠵たɻ
ओऀ࠵Ͱ͋Δ೔印࢈࿈ ຩ会௕ͷ୅දѫࡰɺۀ࢈ࡁܦল ঎務情報੓ࡦ局 ঎務ɾαービスグϧープ ঎務ɾαービス
੓ࡦ౷ׅௐ੔׭ͷߐᖒਖ਼໊ࢯʹよΔདྷෂॕࣙʹଓ͖ɺסഋͷ͝ൃ੠ΛҰൠࣾஂ法ਓ ೔ຊ印刷ػۀ࢈ցۀ޻会ͷ
৿ᖒজ඙会௕͕務Ίたɻ։ԅޙͷ会৔Ͱはɺւాߐສཬ ऺٞӃٞ員ɺాࢁඒथ 前ऺٞӃٞ員͔Βͷ͝ॕࣙ΍
ଟ͘ ͷॕి͕൸࿐͞ΕΔなͲɺ新年ʹ; Θ͞͠ ͍সإͱ͋ؾ׆;ΕΔ会ͱなͬ たɻ
ԅͷऴ൫ʹはɺ例年ʹ฿͍会員10ஂମͷ会௕ͷօ༷͕ஃ্ʹͦΖ͍ɺه೦ࡱӨ͕ߦΘΕたɻશ೔ຊ印刷ۀ޻૊
߹࿈߹会 ੉ాষ߂会௕ͷதకΊͷ͝ѫࡰͱԻ頭ʹよͬ ͯɺଉͷ͋ たͬ1ຊకΊ͕会৔Λຬた͠ ɺ2026年ͷ新年交
歓会はऴྃ͠ たɻ

主催者を代表して挨拶する麿 秀晴会長



と͍ ͏͜ とであΓɺͦ のための੒長ઓ とུ͍ ͏͜ とですɻͦ の要に
ͳるの͕価֨సՇであΓɺ·とめ·すと「௞্͛」「ઃඋ౤ࢿ」

「価֨సՇ」の�͕ͭ経済活ੑ化のݤにͳるとߟ て͑おΓ·すɻ
価֨సՇに͖ͭ ·してࡢ年�月に印刷業քのօ༷に行 たͬ

アンケートௐ査で͸ɺ価֨ݟ௚しのఏҊもあΓਅ᎜ͳରԠで値
したと͍ݱ্࣮͕͛ લ͏͖޲ ͳҙݟもฉ͔れ·したɻ価֨ަব
の࣮ࢪঢ়گ΍਺ࣈもվળして͍ると͜ Ζですɻた しͩɺ印刷業
ք͸ଞ業छとൺ΂·すとґવ௿ と͍͜ ΖですのでɺҾ͖ 続͖ ੵ
తにऔΓ૊Μで͍た͖ͩۃ た と͍ࢥ ·͍すɻ印刷業ք͸業ք
内でด͡ られた業քで͸あΓ·せΜɻ経済産業省としてもɺൃ
஫ݩとͳるଞの業ք΍஍ํ࣏ࣗ体と連ܞしてɺ価֨ަবし΍
す Α͍͏ ͳ環境Λ࡞Γ価֨సՇのྲྀれにͳるΑ͏ ͳ環境੔උに
౒めてࢀΓた と͍ࢥ ·͍すɻ

経済産業省͸ྗ͍ڧ経済Λ࣮ݱするためにɺઃඋ౤ࢿ・
省ྗ化౤ࢿ΁のࢧԉࡦΛ͡ߨ て͍·すɻྩ ࿨�年度の੫੍
վਖ਼にお͍てɺ大୾ͳઃඋ౤ࢿଅਐ੫੍Λ創ઃし·したɻ͜
れ͸全業छ͕ର৅であΓɺ大ا業であれ͹�5ԯԁҎ্ɺத
খا業であれ͹5ԯԁҎ্のઃඋ౤ࢿにରしてɺ7�の੫ֹ

আもし͘߇ ͸ଈ࣌ফ͕ڈՄ
ೳにͳΓ·すɻ長ظ・大ن
໛ͳ౤ࢿにご活༻͍たͩけ
るものと͑ߟて ·͍すɻたͩ
しɺ͜ の੫੍Λ活༻して͍
たͩ͘ ために͸ɺ౤ࢿのܭ
ըΛ経済産業省͕ೝఆす
る͜ とにͳͬて͍·すのでɺ
͜͏ ͍ͬた౤ࢿΛして長ظ
੒長にͭͳ͛た と͍͍ ͏͜ と
͕あれ͹ɺͥ ͻ経済産業省
にご૬ஊ͍たͩけれ͹とࢥ

·͍すɻ

も͏ ͻとͭ 開ൃ੫੍͕ご͟ڀݚ ·͍すɻ印刷͸紙の印刷に
ཹ·ら͍ͣΖ͍Ζͳものに࢖Θれ·すしɺ֤ 社でڀݚ開ൃにऔ
Γ૊·れて͍るとࢥ ·͍すɻڀݚ開ൃΛؚΉલ͖޲ ͳ౤ࢿでا
業・業քの੒長にͭͳ͛て͍たͩけれ͹とࢥ ·͍すɻ

ੜ産ੑ্޲に͍ͭて͸ɺものͮ͘ Γิ ॿۚ΍省ྗ化ิॿۚ
ͳͲ͕あΓ·すɻੜ産ੑΛ্͞޲せて製඼の高付加価値化も
ਤΓͭ ͭɺ人खෆ଍΍人ݮޱগΛઃඋ౤ࢿで৐Γ੾ て͍ͬた
ͩ͘ と͜であると͔ ɺエネルΪーコストもඇৗに高͍ঢ়گにあるͳ
͔ɺ͜ し͏たࡦࢪΛご活༻͍た͖ͩ ɺا業とօ༷の業քのൃల
にͭͳ͛て͍ͬ て͍たͩけれ͹とࢥ ·͍すɻ

国ຽੜ活に਎ۙͳ印刷産業͕·す·すൃలするΑ͏ にɺժ
ਧ͖࢝めた日本経済の໌る͍ஹし͕ྗ͘ڧ ৳ͼて経済Λ͍ͬ
ͦ͏ 活ੑ化して͍͘ ɺͦ Μͳ一年にして͍͖ た と͍ࢥ てͬおΓ·
すɻྑ ͍年にして͍͖ ·しΐ͏ 」と݁ ͼɺ会৔͔ら大͖ ͳഥख͕
෸͖ ͬ͜ى たɻ

࠙਌ձ�։ԅ

֤テーブルにסഋ༻の
ҿΈ෺͕४උ͞れɺ一般
社団法人 日本印刷産業
ց工業会の৿ᖒ彰඙会ػ
長ΑΓ「Ժ΍͔ͳ新年Λܴ

ら͑れ·した と͜とおܚͼਃ
し্͛·すɻ日本印刷産業
ց工業会͸օ༷に大มػ
おੈ࿩にͳͬ ておΓɺ৺ΑΓ
ਃし্͛·すɻँײ

私Ͳも͸国内ੜ産の50̀
Λ༌出にཔ てͬおΓ·してɺ
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དྷෂॕࣙʗߐᖒਖ਼໊ ۀ࢈ࡁܦল
঎຿ɾαʔϏε੓ࡦ౷ׅௐ੔׭

 ഋͷ͝ൃ੠ʗҰൠࣾஂ๏ਓס
೔ຊҹػۀ࢈࡮ցۀ޻会ͷ

৿ᖒজ඙会長



2026年 新年交歓会

年དྷɺ関੫ࡢ ら͔ ·࢝Γ日த関܎のѱ化とඇৗに し͍ۤ一年Λ
աごしてࢀΓ·した͕ɺۤ し͍தでもօ と༷一ॹに印刷産業Λ
੝Γ্ ͛る活動Λܧ続して·͍ Γ·したɻࠓ年のࢧׯ͸ชޕと
͍͏ と͜で情೤と行動 とྗ͍ キ͏ーϫーυ͕Α͘ 出て͖ ·すɻ·た

リーμーシップΛともͳͬ て͍
Ζ͍Ζͳঢ়گΛଧ しഁて͍͘
年ともߟ て͑おΓ·すɻ

日本印刷産業連合会༷
のグランυデβインに͸20�0
年に印刷産業のある΂͖ ࢟
にੜ·れมΘΖ͏ とあるとお
ฉ し͖て͍·すɻ私Ͳももօ

と༷൐૸͞せて͍た͖ͩ ɺক
དྷの印刷産業のある΂͖ ࢟
Λ一ॹに࡞Γ্ ͛て͍けれ
͹͍޾です」とのごѫ͕ࡰあ
Γɺ続͘ のごൃ੠に「ഋʂס」
Αͬ て新年ަ׻会͸に͗ ΍
͔に開ԅしたɻ

会の్தに͸ɺւాߐສ
ཬ ऺٞӃٞ員とాࢁඒथ 
લऺٞӃٞ員の໊྆ΑΓ印
刷業ք΁のѪ情あ;れる
ॕࣙΛ͍たͩ͘ ͳͲɺ́ ͔に
もଟ の͘ॕి͕൸࿐͞れɺ
Թ͔͍࿨΍͔ͳ会とͳͬ たɻ

தకΊのご挨拶

լ׵ަࢺ΍ஊসにแ·れて೐Θ たͬ会も6࣌ޙޕにதకめ
Λܴ͑ɺྫ߃にΑΓ日印産連会員10団体の会長͕ஃ্に紹介
͞れه೦ࡱӨ͕行Θれたɻ会৔͔らの੠ԉもあΓଧͪղけた
งғؾのͳ͔ɺ全日本印刷工業૊合連合会 ੉ాষ߂会長͕
୅表してதకめのѫࡰΛ行 たͬɻ「ࠓ年͸ชޕと͍ ͏͜ とでช

Λ͞ࡰੜ·れの私͕தకめのごѫޕ せて͍た͖ͩ ·すɻ๯಄に
あͬ た麿会長 ら͔のお࿩の௨Γɺࠓ年͸10団体一 とؙͳͬ てɺ
զʑの༷ʑͳお٬༷の業ք団体にରして価֨సՇΛ行 てͬɺ
࣋続తͳ経Ӧ͕で͖ るΑ͏
にし·しΐ͏ ɻͦ して·ͣ ԿΑ
Γもؤுͬて͘ れて͍る社
員の௞্͛ɺͦ してઃඋ
౤ࢿɻօ͞ΜとڞにʠΑ͍
॥環ʡΛͬ࡞て͍ た͖͍と
すɻͦ·͍ࢥ のために会
員10団体ू·ͬ てྗΛ合
ΘせてࢀΓ·しΐ͏ 」のݴ༿
に続͖ ɺेށߐకめ一本に
Αͬ て2026年の新年ަ׻
会͸晴れ΍͔にऴ しྃたɻ
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会һ �� ஂମͷ会長͕ొஃ

தకΊͷ͝ 挨拶ʗ
શ೔ຊҹۀ޻࡮૊߹࿈߹会 ੉ాষ߂会長

ॕࣙʗాࢁඒथ લऺٞӃٞһ

ॕࣙʗւాߐສཬ ऺٞӃٞһ
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機会をつくり、未来を照らす。
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〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3－11－24
PHONE.03-3234-5511（代）　FAX.03-3263-2740

https://www.ksi21.com

代表取締役会長 吉 岡  　 新

代表取締役社長 笹 井  靖 夫
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2026年度 （一社）日本印刷産業連合会／会員10団体　主要行事日程

時　間 会　場会議・行事名開　催　日
2 0 2 6 年

5月20日（水）

6月10日（水）

7月29日（水）

9月9日（水）

3月17日（水）

1月7日（木）

 1�ɿ20ʙ   日本印刷会ؗ　株主૯会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 1�ɿ00ʙ   印刷工業会　ఆظ૯会・ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第1回　理事会  日本印刷会館　2階会議室

 1�ɿ00ʙ1�ɿ�5   印刷ਤॻؗ　ఆ࣌ධٞ員会・ཧ事会 ϗテルニューΦータニ「おΓ௽」
 【15：00～15：45】  第41回　定時総会  ホテルニューオータニ
 【15：45～16：10】  第2回　理事会  「おり鶴」 （総会・舞の間）
   総会懇親会   （懇親会・麗の間）

 1�ɿ�0ʙ   印刷工業会　ৗ೚ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第3回　理事会  日本印刷会館　2階会議室
      
 【15：30～17：50】  2026年「9月印刷の月」講演会・記念式典 ホテルニューオータニ「鶴の間」 【18：00～19：15】 （予定） 同　懇親会

【16：30～18：00】  2027年 新年交歓会  The Okura Tokyo「平安の間」

 1�ɿ�0ʙ   印刷ਤॻؗ　ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第4回　理事会  日本印刷会館　2階会議室

˞Լه日程に͍ͭて͸มߋにͳる৔合もご͟ ·͍すɻ౰֘団体にご֬ೝ͘ ͩ͞ ͍ɻ

2026年度 会員団体 主要行事日程

印刷工業会

（վʜ໾員のվબظ）

全日本印刷工業組合連合会

日本フォーム印刷工業連合会

（一社）日本グラフィックサービス工業会

全日本製本工業組合連合会

全日本シール印刷協同組合連合会

全国グラビア協同組合連合会

日本グラフィックコミュニケーションズ
工業組合連合会 

全日本スクリーン・デジタル印刷
協同組合連合会

全日本光沢化工紙
協同組合連合会

 ˘ཧ事会・合ಉ部会・セミナー・࠙਌会  � 月 15 日 （ਫ）  ˔໌࣏ه೦ؗ
վ ˘ఆظ૯会・ཧ事会  5 月 20 日 （ਫ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘ৗ೚ཧ事会  7 月 2� 日 （ਫ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘年຤会員࠙ஊ会  12 月 2 日 （ਫ）  ˔໌࣏ه೦ؗ

վ ˘૯会  5 月 27 日 （ਫ）  ˔東京။ؘ
 ˘全国大会（全日本印刷文化యԭೄ大会）  10 月 16 日 （ۚ） ʙ17 日 （౔） ˔ԭೄϋーバービューϗテル
 ˘新年会   ະ　ఆ

վ ˘૯会・࠙਌会  5 月 21 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京
 ˘Նߨقԋ会・࠙਌会  � 月 20 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京
 ˘新य़ߨԋ会・࠙਌会 2027年 1 月 21 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京

վ ˘૯会・全国大会  6 月 20 日 （౔）  リ̝ーΨϩイϠルϗテル大ࡕ

վ ˘૯会  6 月 5 日 （ۚ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘全国大会    �     （2027年度開催༧ఆ）
 ˘新年会   ະ　ఆ

 ˘૯会  5 月 2� 日 （ۚ）  ˔্野ਫ਼ཆݢ
 ˘全国大会  10 月 16 日 （ۚ）  ˔東京ビッグサイト
            （ラϕルフォーラムジャύンとಉ࣌開催）

 ˘௨ৗ૯会・ཧ事会・࠙਌会  6 月 11 日 （໦）  ˔ࡳຈグランυϗテル
 ˘新年会   ະ　ఆ

 ˘௨ৗ૯会  5 月 25 日 （月）  ˔出版クラブϗール
 ˘新年会   ະ　ఆ
 
 ˘૯会・全国大会  5 月 2� 日 （໦）  ˔プϨミアムϗテル546#",*ࡳຈ 
 ˘新年会   ະ　ఆ 

վ ˘૯会  5 月 26 日 （Ր）  ˔東京会ؗ

2026年度 日印産連主催コンクール
2026年 5月29日（金） 【JPC】表彰式
2026年 9月28日（月） 【造本装幀コンクール】表彰式　

2026年 10月末（予定） 【GP環境大賞】等 表彰式
2027年 1月下旬（予定） 【全国カレンダー展・全国カタログ展】表彰式・展示会

2 0 2 7 年

アート印刷株式会社

共同印刷株式会社

共立速記印刷株式会社

株式会社金羊社

株式会社広済堂ホールディングス

コニカミノルタジャパン株式会社

株式会社昭和インク工業所

株式会社千修

大日本印刷株式会社

大日本パックェージ株式会社

株式会社太陽機械製作所

宝印刷株式会社

株式会社田中紙工

東洋インキ株式会社

TOPPANクロレ株式会社

TOPPANホールディングス株式会社

内藤プロセス株式会社

富士フイルムグラフィックソリューションズ
株式会社

富士フイルムビジネスイノベーション
株式会社

株式会社ミヤコシ

リコージャパン株式会社

新年協賛広告掲載企業（五十音順）
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2026年度 （一社）日本印刷産業連合会／会員10団体　主要行事日程

時　間 会　場会議・行事名開　催　日
2 0 2 6 年

5月20日（水）

6月10日（水）

7月29日（水）

9月9日（水）

3月17日（水）

1月7日（木）

 1�ɿ20ʙ   日本印刷会ؗ　株主૯会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 1�ɿ00ʙ   印刷工業会　ఆظ૯会・ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第1回　理事会  日本印刷会館　2階会議室

 1�ɿ00ʙ1�ɿ�5   印刷ਤॻؗ　ఆ࣌ධٞ員会・ཧ事会 ϗテルニューΦータニ「おΓ௽」
 【15：00～15：45】  第41回　定時総会  ホテルニューオータニ
 【15：45～16：10】  第2回　理事会  「おり鶴」 （総会・舞の間）
   総会懇親会   （懇親会・麗の間）

 1�ɿ�0ʙ   印刷工業会　ৗ೚ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第3回　理事会  日本印刷会館　2階会議室
      
 【15：30～17：50】  2026年「9月印刷の月」講演会・記念式典 ホテルニューオータニ「鶴の間」 【18：00～19：15】 （予定） 同　懇親会

【16：30～18：00】  2027年 新年交歓会  The Okura Tokyo「平安の間」

 1�ɿ�0ʙ   印刷ਤॻؗ　ཧ事会 日本印刷会ؗ　2֊会ٞ室
 【15：00～16：00】  第4回　理事会  日本印刷会館　2階会議室

˞Լه日程に͍ͭて͸มߋにͳる৔合もご͟ ·͍すɻ౰֘団体にご֬ೝ͘ ͩ͞ ͍ɻ

2026年度 会員団体 主要行事日程

印刷工業会

（վʜ໾員のվબظ）

全日本印刷工業組合連合会

日本フォーム印刷工業連合会

（一社）日本グラフィックサービス工業会

全日本製本工業組合連合会

全日本シール印刷協同組合連合会

全国グラビア協同組合連合会

日本グラフィックコミュニケーションズ
工業組合連合会 

全日本スクリーン・デジタル印刷
協同組合連合会

全日本光沢化工紙
協同組合連合会

 ˘ཧ事会・合ಉ部会・セミナー・࠙਌会  � 月 15 日 （ਫ）  ˔໌࣏ه೦ؗ
վ ˘ఆظ૯会・ཧ事会  5 月 20 日 （ਫ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘ৗ೚ཧ事会  7 月 2� 日 （ਫ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘年຤会員࠙ஊ会  12 月 2 日 （ਫ）  ˔໌࣏ه೦ؗ

վ ˘૯会  5 月 27 日 （ਫ）  ˔東京။ؘ
 ˘全国大会（全日本印刷文化యԭೄ大会）  10 月 16 日 （ۚ） ʙ17 日 （౔） ˔ԭೄϋーバービューϗテル
 ˘新年会   ະ　ఆ

վ ˘૯会・࠙਌会  5 月 21 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京
 ˘Նߨقԋ会・࠙਌会  � 月 20 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京
 ˘新य़ߨԋ会・࠙਌会 2027年 1 月 21 日 （໦）  ˔ϗテル௴ࢁ૳東京

վ ˘૯会・全国大会  6 月 20 日 （౔）  リ̝ーΨϩイϠルϗテル大ࡕ

վ ˘૯会  6 月 5 日 （ۚ）  ˔日本印刷会ؗ
 ˘全国大会    �     （2027年度開催༧ఆ）
 ˘新年会   ະ　ఆ

 ˘૯会  5 月 2� 日 （ۚ）  ˔্野ਫ਼ཆݢ
 ˘全国大会  10 月 16 日 （ۚ）  ˔東京ビッグサイト
            （ラϕルフォーラムジャύンとಉ࣌開催）

 ˘௨ৗ૯会・ཧ事会・࠙਌会  6 月 11 日 （໦）  ˔ࡳຈグランυϗテル
 ˘新年会   ະ　ఆ

 ˘௨ৗ૯会  5 月 25 日 （月）  ˔出版クラブϗール
 ˘新年会   ະ　ఆ
 
 ˘૯会・全国大会  5 月 2� 日 （໦）  ˔プϨミアムϗテル546#",*ࡳຈ 
 ˘新年会   ະ　ఆ 

վ ˘૯会  5 月 26 日 （Ր）  ˔東京会ؗ

2026年度 日印産連主催コンクール
2026年 5月29日（金） 【JPC】表彰式
2026年 9月28日（月） 【造本装幀コンクール】表彰式　

2026年 10月末（予定） 【GP環境大賞】等 表彰式
2027年 1月下旬（予定） 【全国カレンダー展・全国カタログ展】表彰式・展示会

2 0 2 7 年
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下請法 は 取適法 へ

౳Λ༻͍Δܗ෷खஈͱͯ͠खࢧ˔ ͱ͜ʹ ΑΓɺൃ ஫ऀ͕ड஫ऀʹࢿ
金܁Γʹ܎Δෛ୲ΛٻΊΔ঎׳श͕ଓ͍て͍るɻ

˔தখडୗۀࣄ者ͷอޢͷͨΊʹ͸ɺࠓൠͷࢦಋج४ͷมߋをҰ
ஈਐΊɺຊ๏্ͷࢧ෷खஈͱしてɺखܗ෷ΛೝΊͳ͍͜ͱͱ͢Δɻ

ʹ೔·Ͱʹ代ۚظ෷ࢧ΍ϑΝΫλϦϯάʹ͍ͭて΋ɺݖ࠴࿥هࢠి˔
૬౰するۚમʢख਺ྉ౳をؚΉຬֹʣをಘる͜ ͱ͕ ೉Ͱ͋ࠔ る΋ͷʹ
͍ͭて͸ೝΊͳ͍ ͱ͜ͱするɻ

【改正理由】 【改正内容】

②手形払等の禁止

■現行　支払日までの期間（６０日）＋手形サイト（60日）＝現金受領までの期間【12０日】
4/1 5/1

製品や役務の受領日 支払日＝手形交付日 満期日＝入金日

6/30 7/30 8/30

手形サイト60日間支払日までの期間

■改正法　支払日までの期間（６０日）＝現金受領までの期間【6０日】
4/1 5/1

製品や役務の受領日 支払日

6/30 7/30 8/30

短縮支払日までの期間

˔ൃՙओ͔Βݩ੥ӡૹࣄ業ऀ΁ͷҕୗ͸ɺ本๏ͷର৅֎ʢಠ઎ې
ఆͰରԠʣͰ͋ࢦ๏ͷ෺ྲྀಛघࢭ るɻ

˔ཱ৔ͷऑ͍෺ྲྀۀࣄ者͕ɺ̔ ໾΍ՙ଴ をͪແঈͰߦΘ͞ Εて͍るͳ
Ͳɺ̔ ओɾ෺ྲྀࣄ業ऀؒͷ໰୊ʢՙ໾ɾՙ଴ͪʣ͕ Խして͍るɻࡏݦ

˔ൃՙओ͕ӡૹࣄ業ऀʹରͯ͠෺඼ͷӡૹΛҕୗ͢ΔऔҾΛɺ本
๏ͷର৅ͱͳΔ৽ͨͳྨܕͱ͠ ͯ௥ՃしɺػಈతʹରԠͰ͖ るΑ͏
ʹするɻ

【改正理由】 【改正内容】

③ 運送委託の対象取引への追加（特定運送委託）

発荷主
（例：部品メーカー、卸売業者等） 運送業者 運送業者委 託 再 委 託

現行 物品の運送の再委託が対象
改正法 現行の「物品の運送の再委託」に加えて「物品の運送の委託」を新たな規制対象に追加

荷積みの強要
荷待ち

˔ຊ๏ʹ͓͚るʮԼ੥ʯͱ͍ ͸ɺൃޠ͏༺ ஫ऀͱड஫ऀ͕ର౳ͳؔ܎
Ͱ͸ͳ͍ͱ͍͏ײޠを༩ る͑ͱͷࢦఠ͕ る͋ɻ

˔࣌代ͷมԽʹ൐͍ɺൃ ஫ऀͰ͋Δ大ا業ͷଆͰ΋ʮԼ੥ʯͱ͍͏
ΘΕͳ͘ͳ͍ͬͯΔɻ࢖͸ޠ༺

業ऀʯΛʮ中ࣄ業ऀʯɺʮԼ੥ࣄ業ऀʯΛʮҕୗࣄてʮ਌͍ͭʹޠ༺˔
খडୗࣄ業ऀʯɺʮԼ੥୅金ʯΛʮ製଄ҕୗ౳୅金ʯ౳ʹվਖ਼するɻ

˔๏཯ͷ୊໊΋ɺʮԼ੥୅金ࢧ෷஗Ԇ౳๷ࢭ๏ʯΛʮ製଄ҕୗ౳ʹ
ؔʹࢭ෷ͷ஗Ԇ౳ͷ๷ࢧ業ऀʹର͢Δ୅金ͷࣄΔ中খडୗ܎
͢Δ๏཯ʯʹ վਖ਼するɻ

【改正理由】 【改正内容】

⑤「下請」等の用語の見直し

�� �݄�೔ʹ࣮͞ࢪ ΕͨՁ֨సՇɾऔҾదਖ਼ԽʹؔするϋΠϨϕϧ໘ஊʹてᶃऔద๏ҧ൓͕ͳ͍͔ͷࣗ主఺ݕɹᶄऔద๏ɺ৽ͨͳ
ͷ੹೚ۀا௚しɹᶆαϓϥΠνΣʔϯͷ௖఺ͱͳるݟͷ׳する঎श֐ͷप஌ɹᶅՁ֨సՇを્੍ن る͋ߦಈ ᶇࣗ主ߦಈܭըͷվగ

Α͓ͼ९कɺύʔτφʔγοϓߏஙએݴͷ࣮ࢪɹᶈ࿑຿අసՇࢦ਑ͷ९कɹͷ̒ ߲໨をཁ੥͞ Ε·しͨ ɻ
͜͜ Ͱ͸ಛʹᶄʹ͜ ͨ͑ るͨ ΊɺվΊてԼ੥๏ͷվਖ਼಺༰ʹ͍ͭて͓஌Βͤ ͍ しͨ·すɻ
˙ۙ೥ͷܹٸͳ࿑຿අɺࡐݪྉඅɺΤネルΪーඅ౳ͷ্ঢΛड͚ɺʮ�෺Ձ্ঢΛ্ճΔ௞্͛�ʯΛ࣮͢ݱΔͨΊʹ͸ɺࣄ業ऀ
ʹ͓͍ͯ௞্͛ͷࢿݪͷ֬อ͕ඞཁ�ɻ

˙中খا業Λ͸͡Ίͱ͢Δࣄ業ऀ͕֤ʑ௞্͛ͷࢿݪΛ֬อ͢ΔͨΊʹ͸ɺαプライνェーンશମͰద੾ͳՁ֨సՇΛఆண͞
ͤΔ�ʮߏ�଄తͳՁ֨సՇ�ʯͷ࣮ݱΛਤ͍ͬͯ͘͜ ͱ͕ॏཁ�ɻ

शΛҰ૟͍ͯ͘͜͠׳ɺड஫ऀʹෛ୲Λԡ͚ͭ͠Δ঎͠֐ҝͳͲɺՁ֨సՇΛ્ߦԠ͡ͳ͍ҰํతͳՁܾ֨ఆʹٞڠ˙ ͱͰɺ
� औҾΛదਖ਼Խ͠ɺՁ֨సՇΛ͞ΒʹਐΊ͍ͯͨ͘ΊɺԼ੥๏ͷվਖ਼Λݕ౼͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

【運用基準（案）】振込手数料の負担　ߦݱͷӡ༻ʹ͓͍て͸ɺৼࠐख਺ྉをதখडୗۀࣄ者͕ෛ୲するࢫͷॻ໘Ͱͷ߹ҙ͕ る͋৔߹ʹ͸ɺҕୗۀࣄ者͕
ෛ୲しͨ ࣮අͷൣғ಺Ͱৼࠐख਺ྉを しࠩҾ͍て੡଄ҕୗ౳代 をۚࢧ෷͏ ͱ͕͜ ೝΊΒΕて͍るͱ͜ ΖɺۀاऔҾڀݚ会ใࠂॻͷఏ͖ͮجʹݴɺӡ༻ج४
ʹ͓͍てɺதখडୗۀࣄ者ͱͷॻ໘߹ҙ͕ る͋৔߹Ͱ͋ てͬ΋ɺֹݮʹ֘౰するࢫを໌هɻ

【運用基準（案）】金型等の無償保管に関する考え方　ۀاऔҾڀݚ会ใࠂॻʹ͓͍てɺதখडୗۀࣄ者ʹରしۚܕ౳をอ؅ͤ͞ るߦҝ͸ɺۚ ౳ͷॴܕ
༗ݖͷॴࡏʹ͔͔ΘΒͣ ຊ๏্໰୊ͱͳΓಘるࢫ੔ཧす΂ ͱ͖͞ Εͨ͜ ͱʹ Ճ͑ɺྩ ࿨̓ ೥̑ ݄̍ ೔ʹܕແঈอ؅ʹ しؔて2̱ "͕վగ͞ Εͨ͜ ͱ΋౿·͑ ɺۚ ܕ
౳をҕୗۀࣄ者͕ॴ༗する৔߹ͷ΄͔ɺதখडୗۀࣄ者͕ॴ༗する৔߹Ͱ͋ てͬ΋ɺҕୗࣄ業ऀ͕؅্࣮ࣄཧ͍ͯ͠Δͱ ʢ͖ྫ͑͹ɺͦ ͷഇغ౳ʹҕୗ
ʹ৘͕ೝΊΒΕΔͱ͖ʣࣄ業ऀͷঝೝΛཁ͢Δ౳ͷࣄ ͸ɺ౰֘ߦҝ͕ෆ౰ͳ্ࡁܦͷརӹͷఏڙཁ੥ͷࢭېͱして໰୊ͱͳる͜ ͱをӡ༻ج४ʹ໌هɻ

˔ઐΒ੡඼ͷ࡞੒ͷͨΊʹ༻ Β͍Εる໦ܕɺ࣏ ۩౳ʹ͍ͭて΋ɺ金ܕͱ同༷ʹ製଄ҕୗͷର৅෺ͱ͠ ͯ௥Ճするɻ
˔ॻ໘౳ͷަ෇ٛ຿ʹ͍ͭてɺதখडୗۀࣄ者ͷঝ୚ͷ༗ແʹ͔͔ΘΒͣ ɺඞཁత記߲ࣄࡌΛి࣓తํ๏ʹΑΓఏڙՄೳͱするɻ
˔஗Ԇརଉͷର৅ʹֹݮΛ௥Ճしɺ代ۚͷֹを͡ݮ ͨ৔߹ɺࢉى೔͔ Β�� ೔をܦաしͨ ೔͔ Β࣮ࢧʹࡍ෷をする೔·Ͱͷؒظʹ͍ͭてɺ஗Ԇར

ଉをࢧ෷Θͳ͚ Ε͹ͳΒͳ͍ ΋ͷͱするɻ
ҝ͕ੋਖ਼͞ߦ者ͷۀࣄ఺ʹ͓͍てҕୗ࣌ࠂקఆΛ੔උしɺنΔ܎ʹࠂקΘΕ͍ͯͳ͍৔߹౳ͷߦҝ͕ߦҧ൓ʹط˔ Εて͍ͨ৔߹ʹ͓͍て
΋ɺൃ࠶๷ࡦࢭͳͲをࠂקͰ͖ るΑ͏ ʹするɻ

⑥その他の改正事項

˔࣮࣭తʹ͸نۀࣄ໛͸େ͖͍ ΋ͷͷ౰ॳͷࢿ本金͕গֹͰ͋Δ
Λ͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺ本๏ͷର৅ͱͳΒͳ͍ྫ͕ࢿݮ業ऀ΍ɺࣄ

る͋ɻ
˔ຊ๏ͷద༻ΛಀΕΔͨΊɺड஫ऀʹ૿ࢿΛٻΊΔൃ஫者͕ଘ

するɻࡏ

˔ద༻ج४ͱしてैۀһ਺ͷج४を৽ͨʹ௥Ճするɻ
˔۩ମతͳج४ʹ͍ͭて͸ɺຊ๏ͷझࢫ΍ӡ༻࣮੷ɺऔҾͷ࣮ଶɺ

者ۀࣄ ͱʹͬ てͷ෼ Γ͔΍す͞ ɺطଘ๏ྩͱͷؔ࿈ੑ౳ͷ؍఺͔
Βɺै 業һ਺���ਓʢ製଄ҕୗ౳ʣຢ͸���ਓʢ໾຿ఏڙҕୗ౳ʣ
Λج४ͱ͢Δɻ

【改正理由】 【改正内容】

④従業員基準の追加

【運用基準（案）】常時使用する従業員の数 ࿑ಇج४๏ୈ̍ ̌̔ ৚ʹ͍ͮجてௐ੡͕ٛ຿෇ Β͚Εて͍る
௞金୆ாͷௐ੔ର৅ͱͳΔऀͷ਺ Αʹͬ てࢉఆする΋ͷͱするɻ

資本金3億円超
委託事業者 資本金１千万円超３億円以下

常時使用する従業員３００人超

資本金3億円以下（個人含む）
中小受託事業者 資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員３００人以下（個人含む）

製造委託 修理委託 特定運送委託 情報成果物作成委託（プログラム） 役務提供委託（運送・倉庫保管・情報処理）

資本金5千万円超
委託事業者 資本金１千万円超5千万円以下

常時使用する従業員1００人超

資本金5千万円以下（個人含む）
中小受託事業者 資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員1００人以下（個人含む）

情報成果物作成委託（プログラム除く） 役務提供委託（運送・倉庫保管・情報処理除く）

˔ίετ্͕ঢして͍るதͰɺٞ͢ڠΔ͜ͱͳ͘Ձ֨Λਾ͑ஔ͍ͨ
Γɺコスト্ঢʹݟ߹Θͳ͍Ձ֨ΛҰํతʹܾΊͨΓ͢ΔͳͲ
্ঢͨ͠コストͷՁ֨సՇʹ͍ͭͯͷ՝୊͕ΈΒΕるɻ

˔ͦͷͨΊɺద੾ͳՁ֨సՇ͕ߦΘΕるऔҾڥ؀ͷ੔උ͕ඞཁɻ

ʮ̝ࢢՁʯͷೝఆ͕ඞཁͱͳるങ͍ͨͨ ͱ͖͸ผ్ɺର౳ͳՁ֨ަবを
֬อする؍఺ Β͔ɺ中খडୗࣄ業ऀ͔ΒՁ֨ٞڠͷٻΊ͕͋ͬͨ
ʹ΋͔͔ΘΒͣɺٞڠʹԠ͡ͳ͔ͬͨΓɺҕୗࣄ業ऀ͕ඞཁͳઆ
໌ΛߦΘͳ͔ͬͨΓ͢ΔͳͲɺҰํతʹ୅金Λܾఆͯ͠中খडୗ
ఆΛ৽ઃするɻنΔ͢ࢭېҝΛߦΔ͢֐ʹ業ऀͷརӹΛෆ౰ࣄ

①協議に応じない一方的な代金決定の禁止
【改正理由】 【改正内容】

■現行［対価引き下げ型］

従前の対価 100円

■改正法［コスト上昇型］

コスト 40円 利益

従前の対価 50円コスト 40円

従前の対価 100円コスト 40円 利益

利益

交渉プロセスに着目した規定を新設

110円コスト 90円 利益
引下げ後の対価
※コストアップに

見合わない引上げ幅

【運用基準（案）】「当該協議に応じず」தখडୗۀࣄ者 Β͔ͷٞڠͷٻΊを໌ࣔతʹڋΉ৔߹ͷ΄͔ɺྫ ͹͑ɺٞڠͷٻΊΛແࢹしͨ Γɺ
Γฦ͠ઌԆ͹͠܁Λࢪͷ࣮ٞڠ しʹͨ Γしてɺٞڠͷ࣮ࢪをࠔ೉ʹ͞ ͤる৔߹をؚΉɻ

��Լ੥๏վਖ਼ͷഎܠɾझࢫ౳

��Լ੥๏վਖ਼߲ࣄͷ֓ཁ

令和８年１月１日 スタート！

1�



下請法 は 取適法 へ

౳Λ༻͍Δܗ෷खஈͱͯ͠खࢧ˔ ͱ͜ʹ ΑΓɺൃ ஫ऀ͕ड஫ऀʹࢿ
金܁Γʹ܎Δෛ୲ΛٻΊΔ঎׳श͕ଓ͍て͍るɻ

˔தখडୗۀࣄ者ͷอޢͷͨΊʹ͸ɺࠓൠͷࢦಋج४ͷมߋをҰ
ஈਐΊɺຊ๏্ͷࢧ෷खஈͱしてɺखܗ෷ΛೝΊͳ͍͜ͱͱ͢Δɻ

ʹ೔·Ͱʹ代ۚظ෷ࢧ΍ϑΝΫλϦϯάʹ͍ͭて΋ɺݖ࠴࿥هࢠి˔
૬౰するۚમʢख਺ྉ౳をؚΉຬֹʣをಘる͜ ͱ͕ ೉Ͱ͋ࠔ る΋ͷʹ
͍ͭて͸ೝΊͳ͍ ͱ͜ͱするɻ

【改正理由】 【改正内容】

②手形払等の禁止

■現行　支払日までの期間（６０日）＋手形サイト（60日）＝現金受領までの期間【12０日】
4/1 5/1

製品や役務の受領日 支払日＝手形交付日 満期日＝入金日

6/30 7/30 8/30

手形サイト60日間支払日までの期間

■改正法　支払日までの期間（６０日）＝現金受領までの期間【6０日】
4/1 5/1

製品や役務の受領日 支払日

6/30 7/30 8/30

短縮支払日までの期間

˔ൃՙओ͔Βݩ੥ӡૹࣄ業ऀ΁ͷҕୗ͸ɺ本๏ͷର৅֎ʢಠ઎ې
ఆͰରԠʣͰ͋ࢦ๏ͷ෺ྲྀಛघࢭ るɻ

˔ཱ৔ͷऑ͍෺ྲྀۀࣄ者͕ɺ̔ ໾΍ՙ଴ をͪແঈͰߦΘ͞ Εて͍るͳ
Ͳɺ̔ ओɾ෺ྲྀࣄ業ऀؒͷ໰୊ʢՙ໾ɾՙ଴ͪʣ͕ Խして͍るɻࡏݦ

˔ൃՙओ͕ӡૹࣄ業ऀʹରͯ͠෺඼ͷӡૹΛҕୗ͢ΔऔҾΛɺ本
๏ͷର৅ͱͳΔ৽ͨͳྨܕͱ͠ ͯ௥ՃしɺػಈతʹରԠͰ͖ るΑ͏
ʹするɻ

【改正理由】 【改正内容】

③ 運送委託の対象取引への追加（特定運送委託）

発荷主
（例：部品メーカー、卸売業者等） 運送業者 運送業者委 託 再 委 託

現行 物品の運送の再委託が対象
改正法 現行の「物品の運送の再委託」に加えて「物品の運送の委託」を新たな規制対象に追加

荷積みの強要
荷待ち

˔ຊ๏ʹ͓͚るʮԼ੥ʯͱ͍ ͸ɺൃޠ͏༺ ஫ऀͱड஫ऀ͕ର౳ͳؔ܎
Ͱ͸ͳ͍ͱ͍͏ײޠを༩ る͑ͱͷࢦఠ͕ る͋ɻ

˔࣌代ͷมԽʹ൐͍ɺൃ ஫ऀͰ͋Δ大ا業ͷଆͰ΋ʮԼ੥ʯͱ͍͏
ΘΕͳ͘ͳ͍ͬͯΔɻ࢖͸ޠ༺

業ऀʯΛʮ中ࣄ業ऀʯɺʮԼ੥ࣄ業ऀʯΛʮҕୗࣄてʮ਌͍ͭʹޠ༺˔
খडୗࣄ業ऀʯɺʮԼ੥୅金ʯΛʮ製଄ҕୗ౳୅金ʯ౳ʹվਖ਼するɻ

˔๏཯ͷ୊໊΋ɺʮԼ੥୅金ࢧ෷஗Ԇ౳๷ࢭ๏ʯΛʮ製଄ҕୗ౳ʹ
ؔʹࢭ෷ͷ஗Ԇ౳ͷ๷ࢧ業ऀʹର͢Δ୅金ͷࣄΔ中খडୗ܎
͢Δ๏཯ʯʹ վਖ਼するɻ

【改正理由】 【改正内容】

⑤「下請」等の用語の見直し

�� �݄�೔ʹ࣮͞ࢪ ΕͨՁ֨సՇɾऔҾదਖ਼ԽʹؔするϋΠϨϕϧ໘ஊʹてᶃऔద๏ҧ൓͕ͳ͍͔ͷࣗ主఺ݕɹᶄऔద๏ɺ৽ͨͳ
ͷ੹೚ۀا௚しɹᶆαϓϥΠνΣʔϯͷ௖఺ͱͳるݟͷ׳する঎श֐ͷप஌ɹᶅՁ֨సՇを્੍ن る͋ߦಈ ᶇࣗ主ߦಈܭըͷվగ

Α͓ͼ९कɺύʔτφʔγοϓߏஙએݴͷ࣮ࢪɹᶈ࿑຿අసՇࢦ਑ͷ९कɹͷ̒ ߲໨をཁ੥͞ Ε·しͨ ɻ
͜͜ Ͱ͸ಛʹᶄʹ͜ ͨ͑ るͨ ΊɺվΊてԼ੥๏ͷվਖ਼಺༰ʹ͍ͭて͓஌Βͤ ͍ しͨ·すɻ
˙ۙ೥ͷܹٸͳ࿑຿අɺࡐݪྉඅɺΤネルΪーඅ౳ͷ্ঢΛड͚ɺʮ�෺Ձ্ঢΛ্ճΔ௞্͛�ʯΛ࣮͢ݱΔͨΊʹ͸ɺࣄ業ऀ
ʹ͓͍ͯ௞্͛ͷࢿݪͷ֬อ͕ඞཁ�ɻ

˙中খا業Λ͸͡Ίͱ͢Δࣄ業ऀ͕֤ʑ௞্͛ͷࢿݪΛ֬อ͢ΔͨΊʹ͸ɺαプライνェーンશମͰద੾ͳՁ֨సՇΛఆண͞
ͤΔ�ʮߏ�଄తͳՁ֨సՇ�ʯͷ࣮ݱΛਤ͍ͬͯ͘͜ ͱ͕ॏཁ�ɻ

शΛҰ૟͍ͯ͘͜͠׳ɺड஫ऀʹෛ୲Λԡ͚ͭ͠Δ঎͠֐ҝͳͲɺՁ֨సՇΛ્ߦԠ͡ͳ͍ҰํతͳՁܾ֨ఆʹٞڠ˙ ͱͰɺ
� औҾΛదਖ਼Խ͠ɺՁ֨సՇΛ͞ΒʹਐΊ͍ͯͨ͘ΊɺԼ੥๏ͷվਖ਼Λݕ౼͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

【運用基準（案）】振込手数料の負担　ߦݱͷӡ༻ʹ͓͍て͸ɺৼࠐख਺ྉをதখडୗۀࣄ者͕ෛ୲するࢫͷॻ໘Ͱͷ߹ҙ͕ る͋৔߹ʹ͸ɺҕୗۀࣄ者͕
ෛ୲しͨ ࣮අͷൣғ಺Ͱৼࠐख਺ྉを しࠩҾ͍て੡଄ҕୗ౳代 をۚࢧ෷͏ ͱ͕͜ ೝΊΒΕて͍るͱ͜ ΖɺۀاऔҾڀݚ会ใࠂॻͷఏ͖ͮجʹݴɺӡ༻ج४
ʹ͓͍てɺதখडୗۀࣄ者ͱͷॻ໘߹ҙ͕ る͋৔߹Ͱ͋ てͬ΋ɺֹݮʹ֘౰するࢫを໌هɻ

【運用基準（案）】金型等の無償保管に関する考え方　ۀاऔҾڀݚ会ใࠂॻʹ͓͍てɺதখडୗۀࣄ者ʹରしۚܕ౳をอ؅ͤ͞ るߦҝ͸ɺۚ ౳ͷॴܕ
༗ݖͷॴࡏʹ͔͔ΘΒͣ ຊ๏্໰୊ͱͳΓಘるࢫ੔ཧす΂ ͱ͖͞ Εͨ͜ ͱʹ Ճ͑ɺྩ ࿨̓ ೥̑ ݄̍ ೔ʹܕແঈอ؅ʹ しؔて2̱ "͕վగ͞ Εͨ͜ ͱ΋౿·͑ ɺۚ ܕ
౳をҕୗۀࣄ者͕ॴ༗する৔߹ͷ΄͔ɺதখडୗۀࣄ者͕ॴ༗する৔߹Ͱ͋ てͬ΋ɺҕୗࣄ業ऀ͕؅্࣮ࣄཧ͍ͯ͠Δͱ ʢ͖ྫ͑͹ɺͦ ͷഇغ౳ʹҕୗ
ʹ৘͕ೝΊΒΕΔͱ͖ʣࣄ業ऀͷঝೝΛཁ͢Δ౳ͷࣄ ͸ɺ౰֘ߦҝ͕ෆ౰ͳ্ࡁܦͷརӹͷఏڙཁ੥ͷࢭېͱして໰୊ͱͳる͜ ͱをӡ༻ج४ʹ໌هɻ

˔ઐΒ੡඼ͷ࡞੒ͷͨΊʹ༻ Β͍Εる໦ܕɺ࣏ ۩౳ʹ͍ͭて΋ɺ金ܕͱ同༷ʹ製଄ҕୗͷର৅෺ͱ͠ ͯ௥Ճするɻ
˔ॻ໘౳ͷަ෇ٛ຿ʹ͍ͭてɺதখडୗۀࣄ者ͷঝ୚ͷ༗ແʹ͔͔ΘΒͣ ɺඞཁత記߲ࣄࡌΛి࣓తํ๏ʹΑΓఏڙՄೳͱするɻ
˔஗Ԇརଉͷର৅ʹֹݮΛ௥Ճしɺ代ۚͷֹを͡ݮ ͨ৔߹ɺࢉى೔͔ Β�� ೔をܦաしͨ ೔͔ Β࣮ࢧʹࡍ෷をする೔·Ͱͷؒظʹ͍ͭてɺ஗Ԇར

ଉをࢧ෷Θͳ͚ Ε͹ͳΒͳ͍ ΋ͷͱするɻ
ҝ͕ੋਖ਼͞ߦ者ͷۀࣄ఺ʹ͓͍てҕୗ࣌ࠂקఆΛ੔උしɺنΔ܎ʹࠂקΘΕ͍ͯͳ͍৔߹౳ͷߦҝ͕ߦҧ൓ʹط˔ Εて͍ͨ৔߹ʹ͓͍て
΋ɺൃ࠶๷ࡦࢭͳͲをࠂקͰ͖ るΑ͏ ʹするɻ

⑥その他の改正事項

˔࣮࣭తʹ͸نۀࣄ໛͸େ͖͍ ΋ͷͷ౰ॳͷࢿ本金͕গֹͰ͋Δ
Λ͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺ本๏ͷର৅ͱͳΒͳ͍ྫ͕ࢿݮ業ऀ΍ɺࣄ

る͋ɻ
˔ຊ๏ͷద༻ΛಀΕΔͨΊɺड஫ऀʹ૿ࢿΛٻΊΔൃ஫者͕ଘ

するɻࡏ

˔ద༻ج४ͱしてैۀһ਺ͷج४を৽ͨʹ௥Ճするɻ
˔۩ମతͳج४ʹ͍ͭて͸ɺຊ๏ͷझࢫ΍ӡ༻࣮੷ɺऔҾͷ࣮ଶɺ

者ۀࣄ ͱʹͬ てͷ෼ Γ͔΍す͞ ɺطଘ๏ྩͱͷؔ࿈ੑ౳ͷ؍఺͔
Βɺै 業һ਺���ਓʢ製଄ҕୗ౳ʣຢ͸���ਓʢ໾຿ఏڙҕୗ౳ʣ
Λج४ͱ͢Δɻ

【改正理由】 【改正内容】

④従業員基準の追加

【運用基準（案）】常時使用する従業員の数 ࿑ಇج४๏ୈ̍ ̌̔ ৚ʹ͍ͮجてௐ੡͕ٛ຿෇ Β͚Εて͍る
௞金୆ாͷௐ੔ର৅ͱͳΔऀͷ਺ Αʹͬ てࢉఆする΋ͷͱするɻ

資本金3億円超
委託事業者 資本金１千万円超３億円以下

常時使用する従業員３００人超

資本金3億円以下（個人含む）
中小受託事業者 資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員３００人以下（個人含む）

製造委託 修理委託 特定運送委託 情報成果物作成委託（プログラム） 役務提供委託（運送・倉庫保管・情報処理）

資本金5千万円超
委託事業者 資本金１千万円超5千万円以下

常時使用する従業員1００人超

資本金5千万円以下（個人含む）
中小受託事業者 資本金１千万円以下（個人含む）

常時使用する従業員1００人以下（個人含む）

情報成果物作成委託（プログラム除く） 役務提供委託（運送・倉庫保管・情報処理除く）

˔ίετ্͕ঢして͍るதͰɺٞ͢ڠΔ͜ͱͳ͘Ձ֨Λਾ͑ஔ͍ͨ
Γɺコスト্ঢʹݟ߹Θͳ͍Ձ֨ΛҰํతʹܾΊͨΓ͢ΔͳͲ
্ঢͨ͠コストͷՁ֨సՇʹ͍ͭͯͷ՝୊͕ΈΒΕるɻ

˔ͦͷͨΊɺద੾ͳՁ֨సՇ͕ߦΘΕるऔҾڥ؀ͷ੔උ͕ඞཁɻ

ʮ̝ࢢՁʯͷೝఆ͕ඞཁͱͳるങ͍ͨͨ ͱ͖͸ผ్ɺର౳ͳՁ֨ަবを
֬อする؍఺ Β͔ɺ中খडୗࣄ業ऀ͔ΒՁ֨ٞڠͷٻΊ͕͋ͬͨ
ʹ΋͔͔ΘΒͣɺٞڠʹԠ͡ͳ͔ͬͨΓɺҕୗࣄ業ऀ͕ඞཁͳઆ
໌ΛߦΘͳ͔ͬͨΓ͢ΔͳͲɺҰํతʹ୅金Λܾఆͯ͠中খडୗ
ఆΛ৽ઃするɻنΔ͢ࢭېҝΛߦΔ͢֐ʹ業ऀͷརӹΛෆ౰ࣄ

①協議に応じない一方的な代金決定の禁止
【改正理由】 【改正内容】

■現行［対価引き下げ型］

従前の対価 100円

■改正法［コスト上昇型］

コスト 40円 利益

従前の対価 50円コスト 40円

従前の対価 100円コスト 40円 利益

利益

交渉プロセスに着目した規定を新設

110円コスト 90円 利益
引下げ後の対価
※コストアップに

見合わない引上げ幅

【運用基準（案）】「当該協議に応じず」தখडୗۀࣄ者 Β͔ͷٞڠͷٻΊを໌ࣔతʹڋΉ৔߹ͷ΄͔ɺྫ ͹͑ɺٞڠͷٻΊΛແࢹしͨ Γɺ
Γฦ͠ઌԆ͹͠܁Λࢪͷ࣮ٞڠ しʹͨ Γしてɺٞڠͷ࣮ࢪをࠔ೉ʹ͞ るͤ৔߹をؚΉɻ

��Լ੥๏վਖ਼ͷഎܠɾझࢫ౳

��Լ੥๏վਖ਼߲ࣄͷ֓ཁ

令和８年１月１日 スタート！

1�



2025GP環境大賞等表彰式・
「印刷と私」トークショー開催

日印産連͸ɺڈる10月15日（ਫ）ɺ出版クラブϗール（東京౎ઍ୅ా۠
ਆాਆ保ொ）にお͍てɺ「2025GP環境大賞等表彰式」ɺ「印刷と私」トー
クショーΛ開催しɺऴྃޙに࠙਌会Λ開催したɻ

業・団体の୅表者のଞɺGPਪਐ部会・ϫーキンググاճ͸ɺड賞ࠓ
ループҕ員ɺೝఆҕ員ɺ৹査員ɺ報ಓ関܎者に加͑てɺখ܆ࢁಊグ
リーンプリンティングP3大࢖ɺ「印刷と私」トークショー・ήストɺϊンフィクショ
ン࡞Ոの野஍டՅ（の͡  ͭͶΑし）ࢯΛおট͖ してɺ໿120໊͕ࢀ加したɻ

GP環境大賞等表彰式
日印産連෭会長・ఴా秀थࢯにΑる開会ѫࡰのޙɺGP環境大賞֤賞ɺGPマークීٴ大賞֤賞ɺGPࡐػࢿ環境大賞֤

賞のॱで表彰͕行Θれɺ୅表者 ら͔ँࣙΛ͍た͖ͩ ɺޙ࠷にখ܆ࢁಊP3大࢖のѫࡰΛ͍た͍ͩたɻ

GP環境大賞表彰 GP環境準大賞表彰

開会挨拶（日印産連副会長・添田秀樹 氏）

GP環境大賞ゴールドプライズ表彰

GPマーク普及大賞ゴールドプライズ表彰

·ͣ͸ɺ֤ 賞Λड賞͞
れるօ ·͞ɺ͜ の度͸੣
におめでと͏ ご͍͟·すɻ
৺͔らおॕ͍ਃし্͛·
すɻ·たɺご関܎のօ͞
·ํに͸ɺ平 ૉ ͔らグ
リーンプリンティングೝఆ
੍度にごཧղとごྗڠΛ
௖͖ɺॏͶてྱޚΛਃし
্͛·すɻ

本日͸օ༷のおྗఴ
͑のもとɺ͜ のΑ͏ に表彰式Λ開催で͖ ·す と͜ɺਂ ਃँײ͘
し্͛·すɻ

վめ·してɺGPೝఆ੍度に͍ͭてご紹介し·すとɺ૎Γ
·す と͜2001年ɺ環境഑ྀ΁の社会తͳ要求にԠ͑るた
めɺ環境にରする印刷産業のࣗ主ج४である「印刷サービ
スグリーンج४」Λ੍ఆしɺͦ のޙの2006年にɺ͜ のج४Λ
ୡ੒した印刷工৔ɺ印刷製඼ɺ印刷ࡐػࢿにରしɺධ価
とೝূΛ与͑る੍度Λॱ࣍スタート͞ せ·したɻ2015年に
͸ɺGPೝఆ੍度の࿮૊Έのதでɺ౰੍度のझࢫΛごཧղ
͞れɺごਚྗΛಛに௖͍ておΓ·すクライアントا業༷Λ表
彰͞せて௖ 「͘グリーンプリンティング環境大賞」Λ創ઃしɺ
ซせてɺGPマークのීٴΛੵۃతにਪਐ͞れて͍る事業

ॴΛ表彰するňGPマークීٴ大賞ŉɺ環境ෛՙΛܰݮする
ػࢿれたメーΧー༷Λ表彰するňGP͞ڙΛఏࡐػ΍ࡐࢿ
環境大賞ŉΛͦれͧれઃけɺҎདྷɺ表彰͞せて௖͍ておࡐ
Γ·すɻ

·たɺ本日ごྻ੮のখ܆ࢁಊ༷に͸ɺGP੍度のΑΓ一૚
のೝ知のためにɺ2016年ΑΓňグリーンプリンティングP3大
ŉにごब೚௖͖ɺී࢖ 大に౒めて௖͍ておΓ·すɻ֦ٴ

খ༷ࢁ͸ɺօ༷ごଘ͡の௨Γɺ一ࡢ日ดນした大ࡕ・関
੢ສതのシグネチャーύビリΦン「&"35) ."35（アース
マート）」Λプϩデュース͞れておΓɺ大มお๩し͍தɺ本日
ごࢀ加Λ௖͍ておΓ·すɻ

とϊンフィク༷ࢁのトークショーで͸ɺখޙにɺ表彰式ߋ
ション࡞Ոの野஍டՅ（の͡  ͭͶΑし）༷ ͔らɺ印刷にవΘ
るお࿩Λ༧ఆしておΓ·すのでɺͲ͏ ͧごظ଴͘ ͍ͩ͞ɻ

͞てɺ私Ͳも日本印刷産業連合会͸ɺクライアントا業༷
΁GP੍度のೝ知ΛߋにਐめɺGPೝఆ工৔΁印刷෺Λご
ൃ஫௖͘͜ とにΑΓɺサプライチェーン全体での環境΁のෛ
ՙ௿ݮΛ໨ࢦしておΓ·すɻ

本日ड賞͞れたօ༷ɺฒͼにご関܎のօ༷ํにԙ͔れ
·して͸ɺҾ͖ 続 G͖PマークのΑΓ一૚のීٴにごਚྗΛࣀ
Γɺ印刷産業における環境課୊のղܾにおྗఴ͑ΛࣀΓた

ɺ͘վめてお͍ئΛਃし্͛る࣍ୈでご͍͟·すɻ
と開会ѫࡰΛड़΂たɻ

੡඼を਺ଟ͘࡮େ৆͸ɺ(1ϚʔΫ表ࣔҹڥ1؀)˗ ͝ൃ஫͞ Ε ΫͨϥΠΞϯτۀاɾஂମʹରしてɺँײͷҙをࠐΊてत༩͞ ͤて௖͘ ΋ͷ
Ͱすɻ(1ڥ؀େ৆をաڈ�ճड৆しͨ ΫϥΠΞϯτʹ͸ɺ�ճ໨ͷ表জ࣌ʹͦͷ׆ಈʹରして࠷େͷࣙࢍͱܟҙを表するͨ Ί ʮʹ(1؀
େ৆ΰʔϧυϓϥΠζʯをઃ͚てڥ ·͍すɻ·ͨ ɺ(1ڥ؀େ৆ʹ४ るͣ৆ͱしてɺ(1ڥ؀४େ৆をઃ͚て ·͍すɻ

˗(1ϚʔΫීٴେ৆͸ɺάϦʔϯϓϦϯςΟϯάೝఆ޻৔ͷதͰɺ(1ϚʔΫͷ表ࣔ݅਺͕ଟ͘ ɺ(1ϚʔΫͷීݙߩʹٴしͨ ҹ࡮会ࣾを
表জする΋ͷͰすɻେ৆をաڈ�ճҎ্ड৆しͨ 会ࣾʹ͸ɺ(1ϚʔΫීٴେ৆ΰʔϧυϓϥΠζをઃ͚て͍·すɻ·ͨ ɺ(1ϚʔΫීٴ
େ৆ʹ४ るͣ৆ͱしてɺ(1ϚʔΫීٴ४େ৆をઃ͚て ·͍すɻ

೥౓΋ͬࡢେ৆͸ڥ؀ࡐػࢿ1)˗ ͱ΋ଟ͘ ͷ৽੡඼をొ࿥し ϝͨʔΧʔ༷ʹɺत༩する΋ͷͰすɻͳ͓ɺ͜ ͷ৆ʹ͸ࡐࢿ෦໳ͱࡐػ෦
໳͕ Γ͋ɺࠓ೥౓ Β͔աڈʹड৆しͨ ϝʔΧʔ΋表জର৅ʹͳΓ·しͨ ɻ

グリーンプリンティングニュース
グリーンプリンティングニュース
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2025GP環境大賞等表彰式・
「印刷と私」トークショー開催

日印産連͸ɺڈる10月15日（ਫ）ɺ出版クラブϗール（東京౎ઍ୅ా۠
ਆాਆ保ொ）にお͍てɺ「2025GP環境大賞等表彰式」ɺ「印刷と私」トー
クショーΛ開催しɺऴྃޙに࠙਌会Λ開催したɻ

業・団体の୅表者のଞɺGPਪਐ部会・ϫーキンググاճ͸ɺड賞ࠓ
ループҕ員ɺೝఆҕ員ɺ৹査員ɺ報ಓ関܎者に加͑てɺখ܆ࢁಊグ
リーンプリンティングP3大࢖ɺ「印刷と私」トークショー・ήストɺϊンフィクショ
ン࡞Ոの野஍டՅ（の͡  ͭͶΑし）ࢯΛおট͖ してɺ໿120໊͕ࢀ加したɻ

GP環境大賞等表彰式
日印産連෭会長・ఴా秀थࢯにΑる開会ѫࡰのޙɺGP環境大賞֤賞ɺGPマークීٴ大賞֤賞ɺGPࡐػࢿ環境大賞֤

賞のॱで表彰͕行Θれɺ୅表者 ら͔ँࣙΛ͍た͖ͩ ɺޙ࠷にখ܆ࢁಊP3大࢖のѫࡰΛ͍た͍ͩたɻ

GP環境大賞表彰 GP環境準大賞表彰

開会挨拶（日印産連副会長・添田秀樹 氏）

GP環境大賞ゴールドプライズ表彰

GPマーク普及大賞ゴールドプライズ表彰

·ͣ͸ɺ֤ 賞Λड賞͞
れるօ ·͞ɺ͜ の度͸੣
におめでと͏ ご͍͟·すɻ
৺͔らおॕ͍ਃし্͛·
すɻ·たɺご関܎のօ͞
·ํに͸ɺ平 ૉ ͔らグ
リーンプリンティングೝఆ
੍度にごཧղとごྗڠΛ
௖͖ɺॏͶてྱޚΛਃし
্͛·すɻ

本日͸օ༷のおྗఴ
͑のもとɺ͜ のΑ͏ に表彰式Λ開催で͖ ·す と͜ɺਂ ਃँײ͘
し্͛·すɻ

վめ·してɺGPೝఆ੍度に͍ͭてご紹介し·すとɺ૎Γ
·す と͜2001年ɺ環境഑ྀ΁の社会తͳ要求にԠ͑るた
めɺ環境にରする印刷産業のࣗ主ج४である「印刷サービ
スグリーンج४」Λ੍ఆしɺͦ のޙの2006年にɺ͜ のج४Λ
ୡ੒した印刷工৔ɺ印刷製඼ɺ印刷ࡐػࢿにରしɺධ価
とೝূΛ与͑る੍度Λॱ࣍スタート͞ せ·したɻ2015年に
͸ɺGPೝఆ੍度の࿮૊Έのதでɺ౰੍度のझࢫΛごཧղ
͞れɺごਚྗΛಛに௖͍ておΓ·すクライアントا業༷Λ表
彰͞せて௖ 「͘グリーンプリンティング環境大賞」Λ創ઃしɺ
ซせてɺGPマークのීٴΛੵۃతにਪਐ͞れて͍る事業

ॴΛ表彰するňGPマークීٴ大賞ŉɺ環境ෛՙΛܰݮする
ػࢿれたメーΧー༷Λ表彰するňGP͞ڙΛఏࡐػ΍ࡐࢿ
環境大賞ŉΛͦれͧれઃけɺҎདྷɺ表彰͞せて௖͍ておࡐ
Γ·すɻ

·たɺ本日ごྻ੮のখ܆ࢁಊ༷に͸ɺGP੍度のΑΓ一૚
のೝ知のためにɺ2016年ΑΓňグリーンプリンティングP3大
ŉにごब೚௖͖ɺී࢖ 大に౒めて௖͍ておΓ·すɻ֦ٴ

খ༷ࢁ͸ɺօ༷ごଘ͡の௨Γɺ一ࡢ日ดນした大ࡕ・関
੢ສതのシグネチャーύビリΦン「&"35) ."35（アース
マート）」Λプϩデュース͞れておΓɺ大มお๩し͍தɺ本日
ごࢀ加Λ௖͍ておΓ·すɻ

とϊンフィク༷ࢁのトークショーで͸ɺখޙにɺ表彰式ߋ
ション࡞Ոの野஍டՅ（の͡  ͭͶΑし）༷ ͔らɺ印刷にవΘ
るお࿩Λ༧ఆしておΓ·すのでɺͲ͏ ͧごظ଴͘ ͍ͩ͞ɻ

͞てɺ私Ͳも日本印刷産業連合会͸ɺクライアントا業༷
΁GP੍度のೝ知ΛߋにਐめɺGPೝఆ工৔΁印刷෺Λご
ൃ஫௖͘͜ とにΑΓɺサプライチェーン全体での環境΁のෛ
ՙ௿ݮΛ໨ࢦしておΓ·すɻ

本日ड賞͞れたօ༷ɺฒͼにご関܎のօ༷ํにԙ͔れ
·して͸ɺҾ͖ 続 G͖PマークのΑΓ一૚のීٴにごਚྗΛࣀ
Γɺ印刷産業における環境課୊のղܾにおྗఴ͑ΛࣀΓた

ɺ͘վめてお͍ئΛਃし্͛る࣍ୈでご͍͟·すɻ
と開会ѫࡰΛड़΂たɻ

੡඼を਺ଟ͘࡮େ৆͸ɺ(1ϚʔΫ表ࣔҹڥ1؀)˗ ͝ൃ஫͞ Ε ΫͨϥΠΞϯτۀاɾஂମʹରしてɺँײͷҙをࠐΊてत༩͞ ͤて௖͘ ΋ͷ
Ͱすɻ(1ڥ؀େ৆をաڈ�ճड৆しͨ ΫϥΠΞϯτʹ͸ɺ�ճ໨ͷ表জ࣌ʹͦͷ׆ಈʹରして࠷େͷࣙࢍͱܟҙを表するͨ Ί ʮʹ(1؀
େ৆ΰʔϧυϓϥΠζʯをઃ͚てڥ ·͍すɻ·ͨ ɺ(1ڥ؀େ৆ʹ४ るͣ৆ͱしてɺ(1ڥ؀४େ৆をઃ͚て ·͍すɻ

˗(1ϚʔΫීٴେ৆͸ɺάϦʔϯϓϦϯςΟϯάೝఆ޻৔ͷதͰɺ(1ϚʔΫͷ表ࣔ݅਺͕ଟ͘ ɺ(1ϚʔΫͷීݙߩʹٴしͨ ҹ࡮会ࣾを
表জする΋ͷͰすɻେ৆をաڈ�ճҎ্ड৆しͨ 会ࣾʹ͸ɺ(1ϚʔΫීٴେ৆ΰʔϧυϓϥΠζをઃ͚て͍·すɻ·ͨ ɺ(1ϚʔΫීٴ
େ৆ʹ४ るͣ৆ͱしてɺ(1ϚʔΫීٴ४େ৆をઃ͚て ·͍すɻ

೥౓΋ͬࡢେ৆͸ڥ؀ࡐػࢿ1)˗ ͱ΋ଟ͘ ͷ৽੡඼をొ࿥し ϝͨʔΧʔ༷ʹɺत༩する΋ͷͰすɻͳ͓ɺ͜ ͷ৆ʹ͸ࡐࢿ෦໳ͱࡐػ෦
໳͕ Γ͋ɺࠓ೥౓ Β͔աڈʹड৆しͨ ϝʔΧʔ΋表জର৅ʹͳΓ·しͨ ɻ

グリーンプリンティングニュース
グリーンプリンティングニュース
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GPマーク普及準大賞表彰

GPマーク普及大賞表彰

GPࡐػࢿ環境大賞表彰

表彰式ऴྃޙ͸ɺྫ߃の
খ܆ࢁಊP3大͕࢖ήストと印
刷に·ͭΘる࿩Λ܁Γ͛޿るɺ

「印刷と私」トークショー͕行Θ
れたɻࠓ年のήスト͸ɺϊンフィ
クション࡞Ոの野஍டՅ（の͡  
ͭͶΑし）ࢯɻh キャンティ෺ޠʱ

ʰサ ー ビ ス の ୡ 人 た ͪʱ
ʰ50,:0Φリンϐック෺ޠ ͳɦ
Ͳɺ͞ ·͟ ·ͳジャンルのஶ࡞
͕ある͕ɺ͜ の日の出੮者の
ଟ͕͘ا業経Ӧ者とあͬてɺ
ۙஶのh トϤタ෺ޠʱhҏ౻஧　商人の৺ಘ のɦऔࡐでಘら
れたا業経Ӧに関する知ݟΛ紹介ɻ

ੈքதで౰たΓલに࢖Θれて͍る23コーυのੜཱ͍
ͪ ト͕Ϥタのੜ産ݱ৔のΧイθンͩͬた࿩Λൽ੾Γに「͍

͍会社に͸（ٕज़革新と͸
ҧ ）͏イϊϕーション͕ある」

サラ」「とΧイθンと͸ݟൃ」
リーマン社長͸社会のため
Λ͑ߟたํ͕長続͖する」

「৳ͼる会社͸長ظで経Ӧ
Λ͑ߟる」ͳͲɺトϤタとҏ౻
஧の۩体ྫΛྻڍしてʠྑ

͍会社ʡに͍ͭてޠΓ合 たͬɻ
ら「ྑ͍会社にͳるために͸Կ͔ら͔࢝ࢯࢁにখޙ࠷

めたら͍͍です͔」とਘͶられるとɺ野஍ࢯ͸「·ͣ͸࿑ಇ
環境の੔උɻҏ౻஧のԬ౻会長͸社員͕ಇ ΍͖す͍環
境Λ͍͔にして࡞る し͔͔ߟ
͑ͳ͔ͬたɻ࣍ にब৬人ؾ
Λ্͛るɻ༏秀ͳঁੑ͕དྷ
るΑ͏ にする」とଈ౴ɻ

会৔のࢀ加者のଟ͕͘
「ͳる΄Ͳʂ 」とਂ͘ ͳ͏͖ͣɺ
੝ 大 ͳ ഥ ख の தɺトーク
ショーΛऴ しྃたɻ

トークショーऴྃޙɺࢀ加
者ɺখ܆ࢁಊ P3 大࢖ɺ野
஍டՅࢯΛަ͑ɺ࠙ ਌会͕
開催 れ͞たɻ

४ٴ年度GPマークීࠓ
大賞Λड賞 れ͞ɺӬ年に౉Γ
GPマークීٴにଟ大ͳるߩ
Λして͍た͍ͩて͍る株式ݙ
会社文৳の୅表औక໾社

長 ઒Ҫ৳෉༷のסഋѫࡰで࢝·Γɺクライアントا業・団
体ɺ印刷会社ɺ製本・加工会社ɺࡐػࢿメーΧーɺGP৹

査員ɺೝఆҕ員ɺਪਐҕ員
等ɺཱ ৔のҧ͏人た͕ͪឺ
ΛਂめɺGPマークのී֦ٴ
大Λ੤͍合 たͬɻ

にGPਪਐ部会長のޙ࠷
全国グラビアڠಉ૊合連合
会ཧ事・ݪ٢फ඙༷にΑる
தకめѫࡰで全員͕GP΁
の͍ࢥΛ一ͭにしたɻ

GP環境準大賞・準大賞ड賞୅表ऀͷ挨拶

઒͔͓Γ༷ࢢ ҭܳज़社 ୅දऔక໾社௕ڭ会社ࣜג）

֤賞の賞ঢ়のत与とه
೦ࡱӨ͕ऴΘるとɺड賞
者Λ୅表して株式会社ڭ
ҭܳज़社のࢢ઒͔おΓ୅
表औక໾社長 「͕ฐ社͸
ԻָのڭՊॻΛ࡞る出版
社ɻࢠͲもたͪに環境໰
୊にগしでも関৺Λ࣋ͬ
て し́ と͍͍ めࠐΛ͍ئ͏
てɺグリーンプリンティング
マークΛখதֶߍのڭՊॻにೖれたɻະདྷΛ୲ たͪڙࢠ͏
のためにも·す·す環境に഑ྀしたڭՊॻΛͬ࡞て͍͖た
͍」とड賞ँࣙΛड़΂たɻ

খ܆ࢁಊάϦーϯプϦϯςΟϯάP3大࢖ͷ挨拶
表 彰 式 の ࠷ に͸ɺޙ

2016年͔らグリーンプリン
ティングP3大࢖Λ務めるɺ
์ૹ࡞Ո・٭本Ոのখࢁ
関・ࡕஃɻ大ొ͕ࢯಊ܆
੢ ສ തでシグネチャー
ύ ビ リ Φ ン「&"35) 
."35」Λプϩデュースし
たখࢯࢁ͸「ສതでؾ付
͍た と͕͜ೋͭあるɻリア
ルにू·る͜ とのॏ要ੑɺ͜ れ͸人͕新し͍ឺΛ࡞ て͍ͬ͘ ͏
͑で本౰に大事ͳ͜ とɻも͏ 一ͭ͸ɺੈ のதに͸ཱ৔のҧ͏
人ɺҧ 価͏値؍Λ࣋ たͬ人͕た͘ Μ͍͞るとೝめ合͏͜ とɻͦ
れΛཧղした͏ ͑で一ॹに行動Λ͜ىすɻ͑ࢥ͹グリーンプ
リンティングもཱ৔のҧ͏人Λಉ࣌に表彰して͍るɻཱ ৔͸
ҧ Ͳ͍͑ࢥ͸一ͭɻグリーンプリンティングと͍ ɺ͏もし͔した
ら大԰ࠜリングΑΓもͬ と大 ͳ͖ԁのதでօ͕ू ɻ͏大੾ͳ͜
と͸一ॹの৔ॴでಉ͡ にすると͍ڞ動Λײ ͏͜ とɻͦ れでឺ
͕ਂ·るɻ印刷෺と͍ の͏͸৭ʑͳ人の৺Λͭͳ͍ Γͩײ動
Λ与͑たΓするഔ体ɻੈ のதのײ動Λ࡞るɻͦ れ͕ឺΛਂ
めɺͻ͍て͸ະདྷの社会Λ࡞ て͍ͬ͘ 」とด会ѫࡰΛड़΂て
式Λకめ͘ ͬ͘ たɻ

࠙਌会தకΊ挨拶ɹ
શࠃάϥϏΞڠಉ૊߹࿈߹会
ཧݪ٢ ࣄफ඙༷

会ࣾจ৳ɹࣜגഋ挨拶ɹס
代表औక໾ࣾ長 ઒Ҫ৳෉༷

グリーンプリンティングニュース
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GPマーク普及準大賞表彰

GPマーク普及大賞表彰

GPࡐػࢿ環境大賞表彰

表彰式ऴྃޙ͸ɺྫ߃の
খ܆ࢁಊP3大͕࢖ήストと印
刷に·ͭΘる࿩Λ܁Γ͛޿るɺ

「印刷と私」トークショー͕行Θ
れたɻࠓ年のήスト͸ɺϊンフィ
クション࡞Ոの野஍டՅ（の͡  
ͭͶΑし）ࢯɻh キャンティ෺ޠʱ

ʰサ ー ビ ス の ୡ 人 た ͪʱ
ʰ50,:0Φリンϐック෺ޠ ͳɦ
Ͳɺ͞ ·͟ ·ͳジャンルのஶ࡞
͕ある͕ɺ͜ の日の出੮者の
ଟ͕͘ا業経Ӧ者とあͬてɺ
ۙஶのh トϤタ෺ޠʱhҏ౻஧　商人の৺ಘ のɦऔࡐでಘら
れたا業経Ӧに関する知ݟΛ紹介ɻ

ੈքதで౰たΓલに࢖Θれて͍る23コーυのੜཱ͍
ͪ ト͕Ϥタのੜ産ݱ৔のΧイθンͩͬた࿩Λൽ੾Γに「͍

͍会社に͸（ٕज़革新と͸
ҧ ）͏イϊϕーション͕ある」

サラ」「とΧイθンと͸ݟൃ」
リーマン社長͸社会のため
Λ͑ߟたํ͕長続͖する」

「৳ͼる会社͸長ظで経Ӧ
Λ͑ߟる」ͳͲɺトϤタとҏ౻
஧の۩体ྫΛྻڍしてʠྑ

͍会社ʡに͍ͭてޠΓ合 たͬɻ
ら「ྑ͍会社にͳるために͸Կ͔ら͔࢝ࢯࢁにখޙ࠷

めたら͍͍です͔」とਘͶられるとɺ野஍ࢯ͸「·ͣ͸࿑ಇ
環境の੔උɻҏ౻஧のԬ౻会長͸社員͕ಇ ΍͖す͍環
境Λ͍͔にして࡞る し͔͔ߟ
͑ͳ͔ͬたɻ࣍ にब৬人ؾ
Λ্͛るɻ༏秀ͳঁੑ͕དྷ
るΑ͏ にする」とଈ౴ɻ

会৔のࢀ加者のଟ͕͘
「ͳる΄Ͳʂ 」とਂ͘ ͳ͏͖ͣɺ
੝ 大 ͳ ഥ ख の தɺトーク
ショーΛऴ しྃたɻ

トークショーऴྃޙɺࢀ加
者ɺখ܆ࢁಊ P3 大࢖ɺ野
஍டՅࢯΛަ͑ɺ࠙ ਌会͕
開催 れ͞たɻ

४ٴ年度GPマークීࠓ
大賞Λड賞 れ͞ɺӬ年に౉Γ
GPマークීٴにଟ大ͳるߩ
Λして͍た͍ͩて͍る株式ݙ
会社文৳の୅表औక໾社

長 ઒Ҫ৳෉༷のסഋѫࡰで࢝·Γɺクライアントا業・団
体ɺ印刷会社ɺ製本・加工会社ɺࡐػࢿメーΧーɺGP৹

査員ɺೝఆҕ員ɺਪਐҕ員
等ɺཱ ৔のҧ͏人た͕ͪឺ
ΛਂめɺGPマークのී֦ٴ
大Λ੤͍合 たͬɻ

にGPਪਐ部会長のޙ࠷
全国グラビアڠಉ૊合連合
会ཧ事・ݪ٢फ඙༷にΑる
தకめѫࡰで全員͕GP΁
の͍ࢥΛ一ͭにしたɻ

GP環境準大賞・準大賞ड賞୅表ऀͷ挨拶

઒͔͓Γ༷ࢢ ҭܳज़社 ୅දऔక໾社௕ڭ会社ࣜג）

֤賞の賞ঢ়のत与とه
೦ࡱӨ͕ऴΘるとɺड賞
者Λ୅表して株式会社ڭ
ҭܳज़社のࢢ઒͔おΓ୅
表औక໾社長 「͕ฐ社͸
ԻָのڭՊॻΛ࡞る出版
社ɻࢠͲもたͪに環境໰
୊にগしでも関৺Λ࣋ͬ
て し́ と͍͍ めࠐΛ͍ئ͏
てɺグリーンプリンティング
マークΛখதֶߍのڭՊॻにೖれたɻະདྷΛ୲ たͪڙࢠ͏
のためにも·す·す環境に഑ྀしたڭՊॻΛͬ࡞て͍͖た
͍」とड賞ँࣙΛड़΂たɻ

খ܆ࢁಊάϦーϯプϦϯςΟϯάP3大࢖ͷ挨拶
表 彰 式 の ࠷ に͸ɺޙ

2016年͔らグリーンプリン
ティングP3大࢖Λ務めるɺ
์ૹ࡞Ո・٭本Ոのখࢁ
関・ࡕஃɻ大ొ͕ࢯಊ܆
੢ ສ തでシグネチャー
ύ ビ リ Φ ン「&"35) 
."35」Λプϩデュースし
たখࢯࢁ͸「ສതでؾ付
͍た と͕͜ೋͭあるɻリア
ルにू·る͜ とのॏ要ੑɺ͜ れ͸人͕新し͍ឺΛ࡞ て͍ͬ͘ ͏
͑で本౰に大事ͳ͜ とɻも͏ 一ͭ͸ɺੈ のதに͸ཱ৔のҧ͏
人ɺҧ 価͏値؍Λ࣋ たͬ人͕た͘ Μ͍͞るとೝめ合͏͜ とɻͦ
れΛཧղした͏ ͑で一ॹに行動Λ͜ىすɻ͑ࢥ͹グリーンプ
リンティングもཱ৔のҧ͏人Λಉ࣌に表彰して͍るɻཱ ৔͸
ҧ Ͳ͍͑ࢥ͸一ͭɻグリーンプリンティングと͍ ɺ͏もし͔した
ら大԰ࠜリングΑΓもͬ と大 ͳ͖ԁのதでօ͕ू ɻ͏大੾ͳ͜
と͸一ॹの৔ॴでಉ͡ にすると͍ڞ動Λײ ͏͜ とɻͦ れでឺ
͕ਂ·るɻ印刷෺と͍ の͏͸৭ʑͳ人の৺Λͭͳ͍ Γͩײ動
Λ与͑たΓするഔ体ɻੈ のதのײ動Λ࡞るɻͦ れ͕ឺΛਂ
めɺͻ͍て͸ະདྷの社会Λ࡞ て͍ͬ͘ 」とด会ѫࡰΛड़΂て
式Λకめ͘ ͬ͘ たɻ

࠙਌会தకΊ挨拶ɹ
શࠃάϥϏΞڠಉ૊߹࿈߹会
ཧݪ٢ ࣄफ඙༷

会ࣾจ৳ɹࣜגഋ挨拶ɹס
代表औక໾ࣾ長 ઒Ҫ৳෉༷

グリーンプリンティングニュース

2�



T H E  F O R E F R O N T  O F  T H E  P R I N T I N G  I N D U S T R Y

株式会社フォーネット社は、2002年5月に製本
会社3社が統合して設立した会社で、長年「出版の
製造・物流」を支えてきた。近年、出版のアナログ構
造が限界を迎え、デジタル化が不可避になっている
中で、いち早くRFIDタグの装着設備を導入した。
RFIDタグによる持続可能な出版流通を目指し、ま
た、顧客である出版社の製本印刷から物流、さらに
は業務のIT化、デジタルコンテンツ制作までトータ
ルでデジタル化を支援し、製造業を通じて出版のサ
プライチェーンに革新をもたらしている。

株式会社フォーネット社は、グループ会社に製本事業
を担っている永井製本株式会社、児童書の出版を行っ
ている株式会社えほんの杜、漫画や単行本の出版なら
びに編集プロダクションである株式会社ジータ、商品の
検品や手作業によるパッケージング、アッセンブリ、発
送業務を行うコスモ運輸株式会社の4社を保有して、そ
れぞれの専門性や強みを活かして事業を展開している。

フォーネット社のビジョンは、製本技術を継承しつつ
最新技術とクリエイティブな発想で、アナログとデジタ
ル技術を融合させ、未来のコンテンツを支え、革新的な
プラットフォームを創造することである。

高橋史幸社長は「弊社は製本業を通じて次世代へ引
き継ぐ架け橋となることを使命としています。『出版の、
その先のステージへ。』をミッションに掲げ、技術の進化
と共に、お客様の多様なニーズに応えるために革新と品
質を追求しています」と、経営理念について話す。

製本・印刷事業を展開している上尾工場では雑誌や
コミックの製本を行っているが、モットーとしていること
は、高い品質とスピーディな納品で顧客のサポートに努
めることだという。

輸送会社と業務提携し物流力を向上させる
近年は、とりわけ物流基盤の強化に注力しているとい

う高橋社長。従来はコスモ運輸が出版関連の輸送、倉
庫管理、在庫管理を担って、フォーネット社の出版の物
流面を支えていたが、2023年4月に主に一般貨物輸送
を行っている株式会社森田産業運輸（本社 :東京都足
立区江北2-25-10、代表取締役社長 森田 浩史）と業
務提携した。
「森田産業運輸さんは、強大な輸送力で新たな事業

領域を開拓している会社です。これは弊社と共通する経

印刷イノベーション 最前線！
新たなビジネス事例新たなビジネス事例

σδλϧԽでग़൛の
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営理念ですから、業務提携によって出版業界の課題を
解決するだけでなく、両社の経営資源を活用してシナ
ジー効果を最大化し、サプライチェーン改革および持続
的なビジネスモデルの構築を実現できるようにしていま
す」（高橋社長）と、業務提携による効果に期待している。
「コスモ運輸1社だけでは輸送力に懸念があったた

め、輸送力を強化するために森田産業運輸と業務提携
したというのが本音です。2社体制で120台ほどのト
ラックとドライバーを確保することができ、出版物の輸
送を拡大できるようになりました」と、小倉専務取締役
はドライバーの確保が重要だった点も指摘する。

製造面ではさらなる進化を目指して
製本事業の次のステージとして、同社では時代の流

れに合わせて出版コンテンツやシステム構築による「出
版×デジタル」戦略に積極的に取り組んでいる。

期待されているのが大手出版社と共同開発した世界
初のコミック専用ラベラー一体型フィルムパックシステ
ムである。このシステムは大手出版社から依頼を受け、
同社が一貫して構築した。
「以前、大手出版社と話をしていた時に、本がむき出

しのまま梱包するのは良くないとなって、パッケージン
グすることになったわけです。フィルムパックはさまざま
な付録や販促物をスピーディに同梱できる機械なので、
出版社の企画販売に貢献できています」（小倉専務）と、
開発理由を述べる。

これにより、コミックだけでなく各種書籍まで対応
可能となった。また、特筆すべきは、2023年8月に

スタートしたコミックへのRFID（Radio Frequency 
Identification）タグ装着に合わせて、アクティベーショ
ン（商品を認証し有効化する）機器をフィルムパックシス
テム全ラインに導入したことである。

インライン上でRFIDタグ装着を実現する
「弊社のRFIDタグシステムは、インライン上で生産ス

ピードを落とさずに、RFIDタグをコミックのフィルム
パックに装着することで、本の情報を紐づけたシステム
になっています。RFIDタグシステム自体は専門の会社
が開発しており、そのシステムを弊社の製本ラインに搭
載しています」（小倉専務）。
「市場にあるアクティベーション装置は単体機として

は存在していますが、フィルムパックとアクティベーショ
ンを同時に実施できるシステムの開発は弊社が初めて
です」（小倉専務）と、同社のRFIDシステムの優位性を
強調する。
「以前は出版社の倉庫に戻ってきた本は、カバーの刷

り直しや検品・改装作業を多くの人手で行っていました

ϑΟϧϜύοΫʹΞΫςΟϕʔγϣϯثػをಋೖ

が、ムダが多いと感じていました。これらの作業を無く
すことができれば相当効率化できると考え、最終のパッ
ケージングまで自動化することにしたのです。これでコ
スト削減できて、出版社に付加価値を提供することが可
能になりました」（高橋社長）と、第三者の視点からシス
テム開発に至ったと話す。

■出版社のDXプラットフォーム企業へ進化　
さらに、出版工程のデジタル化を推進する基盤とし

て、同社はデジタル事業部を発足させ、出版社のDX改
革を支える事業部としての役割を担っている。

各種システム開発や保守、マーケティング支援、
Webサイト制作、Webシステムの構築・運用、コンサル
ティングなどの幅広い事業を出版業界中心にビジネス
を広げている。まさに「製造・流通をデジタル化する」た
めの業務体制の再構築を担っているのがデジタル事業
部というわけだ。
「以前、IT事業やWeb事業を展開していた関連会社

を事業統合し、出版やエンターテインメント分野に特化
するよう舵を切りました。今ではECやWebサイト制作、
Webマーケティング支援など、これまで培ったノウハウ
を活かして、出版業界のデジタル関連ソリューションは
もちろんのこと、他業界の案件も手掛けています」（小倉
専務）と、デジタル事業部について説く。

また製造面では昨今デジタル印刷機の台頭で、製本
工程の技術革新が問われている。「デジタルメディアが普
及しても、紙の出版物は絶対に必要だと考えています。
そのため常にアンテナを張って、出版社は何をしたいの
か、どのような課題があるのかを理解し、企画・提案して
いけるよう業務に臨んでいます」（高橋社長）と、あくまで
も紙の出版文化を担う一翼であることを強調する。

一方で「デジタル小ロットコンテンツが主流になって
きている現在、最適なシステムを開発し提供することで
他社と差別化を図り、お客様が必要とする環境を提供
していきたい」（高橋社長）と、システム開発には余念が
ない。

今後は必要な小ロットを短納期で生産し届ける仕組
みづくり、在庫コスト・返品の削減等が出版業界の課題
であるが、同社は物流・製造・販売にわたってシームレ
スにデータを連動させて、「必要な本を、必要なタイミン
グで、必要な場所に届ける仕組みを構築する」「出版社
だけでなく、書店、取次、印刷会社など全体に波及する
変革の担い手になる」点を掲げている。これをサステナ
ビリティ経営の下で出版社の事業に貢献していくという。

最後に高橋社長は「グループ会社の横のつながりを
強化・連携し、物流事業とデジタル事業を発展させ、デ
ジタル化という大きな流れの中で新たな挑戦に挑み、出
版産業をアップデータしていきたいです。そして、デジタ
ル技術で出版サプライチェーンを変える企業になりま
す」と、意思を述べた。
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営理念ですから、業務提携によって出版業界の課題を
解決するだけでなく、両社の経営資源を活用してシナ
ジー効果を最大化し、サプライチェーン改革および持続
的なビジネスモデルの構築を実現できるようにしていま
す」（高橋社長）と、業務提携による効果に期待している。
「コスモ運輸1社だけでは輸送力に懸念があったた

め、輸送力を強化するために森田産業運輸と業務提携
したというのが本音です。2社体制で120台ほどのト
ラックとドライバーを確保することができ、出版物の輸
送を拡大できるようになりました」と、小倉専務取締役
はドライバーの確保が重要だった点も指摘する。

製造面ではさらなる進化を目指して
製本事業の次のステージとして、同社では時代の流

れに合わせて出版コンテンツやシステム構築による「出
版×デジタル」戦略に積極的に取り組んでいる。

期待されているのが大手出版社と共同開発した世界
初のコミック専用ラベラー一体型フィルムパックシステ
ムである。このシステムは大手出版社から依頼を受け、
同社が一貫して構築した。
「以前、大手出版社と話をしていた時に、本がむき出

しのまま梱包するのは良くないとなって、パッケージン
グすることになったわけです。フィルムパックはさまざま
な付録や販促物をスピーディに同梱できる機械なので、
出版社の企画販売に貢献できています」（小倉専務）と、
開発理由を述べる。

これにより、コミックだけでなく各種書籍まで対応
可能となった。また、特筆すべきは、2023年8月に

スタートしたコミックへのRFID（Radio Frequency 
Identification）タグ装着に合わせて、アクティベーショ
ン（商品を認証し有効化する）機器をフィルムパックシス
テム全ラインに導入したことである。

インライン上でRFIDタグ装着を実現する
「弊社のRFIDタグシステムは、インライン上で生産ス

ピードを落とさずに、RFIDタグをコミックのフィルム
パックに装着することで、本の情報を紐づけたシステム
になっています。RFIDタグシステム自体は専門の会社
が開発しており、そのシステムを弊社の製本ラインに搭
載しています」（小倉専務）。
「市場にあるアクティベーション装置は単体機として

は存在していますが、フィルムパックとアクティベーショ
ンを同時に実施できるシステムの開発は弊社が初めて
です」（小倉専務）と、同社のRFIDシステムの優位性を
強調する。
「以前は出版社の倉庫に戻ってきた本は、カバーの刷

り直しや検品・改装作業を多くの人手で行っていました
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が、ムダが多いと感じていました。これらの作業を無く
すことができれば相当効率化できると考え、最終のパッ
ケージングまで自動化することにしたのです。これでコ
スト削減できて、出版社に付加価値を提供することが可
能になりました」（高橋社長）と、第三者の視点からシス
テム開発に至ったと話す。

■出版社のDXプラットフォーム企業へ進化　
さらに、出版工程のデジタル化を推進する基盤とし

て、同社はデジタル事業部を発足させ、出版社のDX改
革を支える事業部としての役割を担っている。

各種システム開発や保守、マーケティング支援、
Webサイト制作、Webシステムの構築・運用、コンサル
ティングなどの幅広い事業を出版業界中心にビジネス
を広げている。まさに「製造・流通をデジタル化する」た
めの業務体制の再構築を担っているのがデジタル事業
部というわけだ。
「以前、IT事業やWeb事業を展開していた関連会社

を事業統合し、出版やエンターテインメント分野に特化
するよう舵を切りました。今ではECやWebサイト制作、
Webマーケティング支援など、これまで培ったノウハウ
を活かして、出版業界のデジタル関連ソリューションは
もちろんのこと、他業界の案件も手掛けています」（小倉
専務）と、デジタル事業部について説く。

また製造面では昨今デジタル印刷機の台頭で、製本
工程の技術革新が問われている。「デジタルメディアが普
及しても、紙の出版物は絶対に必要だと考えています。
そのため常にアンテナを張って、出版社は何をしたいの
か、どのような課題があるのかを理解し、企画・提案して
いけるよう業務に臨んでいます」（高橋社長）と、あくまで
も紙の出版文化を担う一翼であることを強調する。

一方で「デジタル小ロットコンテンツが主流になって
きている現在、最適なシステムを開発し提供することで
他社と差別化を図り、お客様が必要とする環境を提供
していきたい」（高橋社長）と、システム開発には余念が
ない。

今後は必要な小ロットを短納期で生産し届ける仕組
みづくり、在庫コスト・返品の削減等が出版業界の課題
であるが、同社は物流・製造・販売にわたってシームレ
スにデータを連動させて、「必要な本を、必要なタイミン
グで、必要な場所に届ける仕組みを構築する」「出版社
だけでなく、書店、取次、印刷会社など全体に波及する
変革の担い手になる」点を掲げている。これをサステナ
ビリティ経営の下で出版社の事業に貢献していくという。

最後に高橋社長は「グループ会社の横のつながりを
強化・連携し、物流事業とデジタル事業を発展させ、デ
ジタル化という大きな流れの中で新たな挑戦に挑み、出
版産業をアップデータしていきたいです。そして、デジタ
ル技術で出版サプライチェーンを変える企業になりま
す」と、意思を述べた。
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株式会社フォーネット社は、2002年5月に製本
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プラットフォームを創造することである。

高橋史幸社長は「弊社は製本業を通じて次世代へ引
き継ぐ架け橋となることを使命としています。『出版の、
その先のステージへ。』をミッションに掲げ、技術の進化
と共に、お客様の多様なニーズに応えるために革新と品
質を追求しています」と、経営理念について話す。

製本・印刷事業を展開している上尾工場では雑誌や
コミックの製本を行っているが、モットーとしていること
は、高い品質とスピーディな納品で顧客のサポートに努
めることだという。

輸送会社と業務提携し物流力を向上させる
近年は、とりわけ物流基盤の強化に注力しているとい

う高橋社長。従来はコスモ運輸が出版関連の輸送、倉
庫管理、在庫管理を担って、フォーネット社の出版の物
流面を支えていたが、2023年4月に主に一般貨物輸送
を行っている株式会社森田産業運輸（本社 :東京都足
立区江北2-25-10、代表取締役社長 森田 浩史）と業
務提携した。
「森田産業運輸さんは、強大な輸送力で新たな事業

領域を開拓している会社です。これは弊社と共通する経

営理念ですから、業務提携によって出版業界の課題を
解決するだけでなく、両社の経営資源を活用してシナ
ジー効果を最大化し、サプライチェーン改革および持続
的なビジネスモデルの構築を実現できるようにいます」

（高橋社長）と、業務提携による効果に期待している。
「コスモ運輸1社だけでは輸送力に懸念があったた

め、輸送力を強化するために森田産業運輸と業務提携
したというのが本音です。2社体制で120台ほどのト
ラックとドライバーを確保することができ、出版物の輸
送を拡大できるようになりました」と、小倉専務取締役
はドライバーの確保が重要だった点も指摘する。

製造面ではさらなる進化を目指して
製本事業の次のステージとして、同社では時代の流

れに合わせて出版コンテンツやシステム構築による「出
版×デジタル」戦略に積極的に取り組でいる。

期待されているのが大手出版社と共同開発した世界
初のコミック専用ラベラー一体型フィルムパックシステ
ムである。このシステムは大手出版社から依頼を受け、
同社が一貫して構築した。
「以前、大手出版社と話をしていた時に、本がむき出

しのまま梱包するのは良くないとなって、パッケージン
グすることになったわけです。フィルムパックはさまざま
な付録や販促物をスピーディに同梱できるフ機械なの
で、出版社の企画販売に貢献できている」（小倉専務）
と、開発理由を述べる。

これにより、コミックだけでなく各種書籍まで対応
可能となった。また、特筆すべきは、2023年8月に

スタートしたコミックへのRFID（Radio Frequency 
Identification）タグ装着に合わせて、アクティベーショ
ン（商品を認証し有効化する）機器をフィルムパックシス
テム全ラインに導入したことである。

インライン上でRFIDタグ装着を実現する
「弊社のRFIDタグシステムは、インライン上で生産ス

ピードを落とさずに、RFIDタグをコミックのフィルム
パックに装着することで、本の情報を紐づけたシステム
になっています。RFIDタグシステム自体は専門の会社
が開発しており、そのシステムを弊社の製本ラインに搭
載しています」（小倉専務）。
「市場にあるアクティベーション装置は単体機として

は存在していますが、フィルムパックとアクティベーショ
ンを同時に実施できるシステムの開発は弊社が初めて
です」（小倉専務）と、同社のRFIDシステムの優位性を
強調する。
「以前は出版社の倉庫に戻ってきた本は、カバーの刷

り直しや検品・改装作業を多くの人手で行っていました

が、ムダが多いと感じていました。これらの作業を無く
すことができれば相当効率化できると考え、最終のパッ
ケージングまで自動化することにしたのです。これでコ
スト削減できて、出版社に付加価値を提供することが可
能になりました」（高橋社長）と、第三者の視点からシス
テム開発に至ったと話す。

■出版社のDXプラットフォーム企業へ進化　
さらに、出版工程のデジタル化を推進する基盤とし

て、同社はデジタル事業部を発足させ、出版社のDX改
革を支える事業部としての役割を担っている。

各種システム開発や保守、マーケティング支援、
Webサイト制作、Webシステムの構築・運用、コンサル
ティングなどの幅広い事業を出版業界中心にビジネス
を広げている。まさに「製造・流通をデジタル化する」た
めの業務体制の再構築を担っているのがデジタル事業
部というわけだ。
「以前、IT事業やWeb事業を展開していた関連会社

を事業統合し、出版やエンターテインメント分野に特化
するよう舵を切りました。今ではECやWebサイト制作、
Webマーケティング支援など、これまで培ったノウハウ
を活かして、出版業界のデジタル関連ソリューションは
もちろんのこと、他業界の案件も手掛けています」（小倉
専務）と、デジタル事業部について説く。

また製造面では昨今デジタル印刷機の台頭で、製本
工程の技術革新が問われている。「デジタルメディアが

普及しても、紙の出版物は絶対に必要だと考えていま
す。そのため常にアンテナを張って、出版社は何をした
いのか、どのような課題があるのかを理解し、企画・提
案していけるよう業務に臨んでいます」（高橋社長）と、
あくまでも紙の出版文化を担う一翼であることを強調
する。

一方で「デジタル小ロットコンテンツが主流になって
きている現在、最適なシステムを開発し提供することで
他社と差別化を図り、お客様が必要とする環境を提供
していきたい」（高橋社長）と、システム開発には余念が
ない。

今後は必要な小ロットを短納期で生産し届ける仕組
みづくり、在庫コスト・返品の削減等が出版業界の課
題であるが、同社は物流・製造・販売にわたってシーム
レスにデータを連動させて、「必要な本を、必要なタイ
ミングで、必要な場所に届ける仕組みを構築する」「出
版社だけでなく、書店、取次、印刷会社など全体に波
及する変革の担い手になる」点を掲げている。これをサ
ステナビリティ経営の下で出版社の事業に貢献していく
という。

最後に高橋社長は「グループ会社の横のつながりを
強化・連携し、物流事業とデジタル事業を発展させ、デ
ジタル化という大きな流れの中で新たな挑戦に挑み、出
版産業をアップデータしていきたいです。そして、デジタ
ル技術で出版サプライチェーンを変える企業になりま
す」と、意思を述べた。

印刷イノベーション最前線！新たなビジネス事例新たなビジネス事例
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日印産連・プライバシーマーク審査センター

年度も開催する͜ࠓධ͍た͍ͩたセミナーΛɺ޷年ごࡢ と͕ ܾఆし·したɻ
個人情報保護マネジメントシステム（P.4）͕ ૊৫にݙߩするために͸ɺP%C"サイクルΛ࣮֬にճしɺܧ続తにվળする͜ と͕ 求

められ·すɻ内部監査͸ɺP.4全体Λチェックするॏ要ͳ໾ׂΛ୲ てͬおΓɺP.4͕༗ޮにػೳするための大੾ͳプϩセスとͳΓ·すɻ
౰セミナー͸ɺ印刷ݱ৔での事ྫΛ੝ΓࠐΜ࣮ͩફతͳԋश΍໛ٖ監査·で行͍ɺP.4のվળΛఏҊで͖ る監査員のཆ੒Λ໨త

に࣮͍ࢪたし·すɻΑΓॆ し࣮た内༰でɺօ༷のごࢀ加Λお଴ しͪておΓ·すɻ

म಺༰ݚ
˔内部監査に関する一般知 （఺等؟のఆٛɺ内部監査のඞ要ੑ΍ணޠ༺ࣝ）
਑要求事߲のղઆ（コアプϩセスのෆద合の事ࢦ༺ங・ӡߏ˔ とྫରࡦ等）
˔内部監査のํ法ٴͼ関連プϩセスのखॱΛઆ （໌監査フϩーとͦ のղઆ）
˔໛ٖ監査（ϩールプϨイɺ監査員と監査Λडける部ॺの྆ํΛ体ݧ）

開֓࠵ཁ
˔開 催 ஍ ɿ 日本印刷会ؗ 2 ֊会ٞ室　IUUQT���XXX�KGQJ�PS�KQ�LBJLBO�
˔開 催 日 ɿ 2026年2月27日（ۚ）
˔開催࣌ؒ ɿ 10࣌00෼ʙ17࣌00෼
˔ड ߨ ྉ ɿ 10団体の会員ٴͼ日本印刷産業連合会で৹査Λडけて͍る事業者 ・・・・ 1໊に͖ͭ  15
000ԁ（੫ผ）
  ͦれҎ֎のํ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1໊に͖ͭ  �0
000ԁ（੫ผ）
˔క ੾ 日 ɿ 2026年2月1�日（ۚ）
˔おਃࠐΈ63-ɿIUUQT���XXX�KGQJ�PS�KQ�UPQJDT�EFUBJM�JE��26�

ϓϥΠόシーϚーク෇༩ऀۀࣄͷ͝঺հ
2025年�月ʙ2025年11月に日印産連プライバシーマーク৹査センター৹査ҕ員会にお͍てɺプライバシーマーク付与దܾ֨ఆΛ

डけた事業者͸ҎԼのとおΓですɻ

ʪୈ���ճ৹ࠪҕһ会ɹ����೥�݄��日ʢՐʣ։࠵ʫ
【更新事業者】த೮૯合印刷株式会社ɺ50PP"/株式会社ɺ株式会社ཎ઒工ٕ社ɺԭೄ高଎印刷株式会社ɺ株式会社アイϫーυɺ
高଎印刷株式会社ɺতӫ印刷株式会社ɺ株式会社プϨジデント社ɺ株式会社%/Pϗリーϗックɺ株式会社Ӌੜɺ੨༄印刷株式会社ɺ
高܂ඒज़印刷株式会社ɺ合ಉ会社Φンデマンυ

ʪୈ���ճ৹ࠪҕһ会ɹ����೥��݄��日ʢ݄ʣ։࠵ʫ
【更新事業者】ࡾ৚印刷株式会社ɺ株式会社トΡ・ディフΝクトɺࡈ౻コϩタイプ印刷株式会社ɺ株式会社%/Pコミュニケーションデβインɺ
コトブキ印刷株式会社ɺླ ໦印刷株式会社ɺと͏ ͟Θ印刷工ܳ株式会社ɺ日ๅ૰合製本株式会社ɺ株式会社エス・ϫイ・エスɺ
印刷工業株式会社ɺ東京଎ਫ印刷株式会社ޱಉ印刷ビジネスιリューションζ株式会社ɺ新౮印刷株式会社ɺ઒ڞ

ʪୈ���ճ৹ࠪҕһ会ɹ����೥��݄��日ʢ݄ʣ։࠵ʫ
【更新事業者】ত࿨印刷株式会社ɺアϩー印刷株式会社ɺ野࡚印刷紙業株式会社ɺ株式会社౻本コーϙϨーションɺたͭΈ印刷株式会社ɺ
株式会社ઍमɺై ྕ印刷株式会社ɺ株式会社ࢁ೭内システムサービスɺエスϐーシー株式会社ɺ株式会社%/Pフォトイメージングジャύンɺ
த੢印刷株式会社ɺ株式会社∁ཅ印刷ॴɺ株式会社ݪۅॻళɺ株式会社΢ィβップɺΧϫセコンϐュータサプライ株式会社ɺ
株式会社%/P࢛国

ϚωδϝϯトシεςϜ಺෦؂ࠪһηϛφーޢਓ৘ใอݸ
202�೥2݄2�೔ʢ౦ژʣ�開催ͷ͓஌Βͤ
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৘ใηΩϡϦςΟʹؔ͢Δ׆ಈͷ͝঺հ
2025年͸ɺ大खҿྉメーΧー΍௨৴ൢച業者のランサム΢ェアඃ֐と෮چに޲けたニュース͕長͖ に౉ てͬ報ಓ れ͞ɺサイバー߈

ܸにରするڪා͕高·ͬ た もํଟ と͍ࢥ ·͍すɻ
͍͘ らٕज़తରࡦϨϕルΛ্͛てもɺै 業員͕フィッシングメール΍フィッシングサイトに ·ͩ͞ れてɺ*%΍ύスϫーυΛ౪·れてし·͏ とɺ

せ͔ͬ の͘౤͕ࢿਫの๐にͳͬ てし·͍ ·すɻサイバーܸ߈のリスクΛ௿ݮするために͸ɺす΂てのै業員͕セキュリティにରしてਖ਼し
ཧ͘ղする͜ と͕ 大੾ですɻ
ͦ で͜日印産連で͸ɺ印刷業ք全体の情報セキュリティに関するリテラシー্޲にΉけてɺҎԼの活動Λ行 てͬ ·͍すɻ
ᶃ 一般޲けコンテンπ࡞੒
ᶄ 経Ӧ者޲けコンテンπ࡞੒
ᶅ 経Ӧ者・情報セキュリティ୲౰者޲けセミナー（XFC開催）
ᶆ 一般޲けૅجセミナー（XFC開催）
͜れら͸ɺ日印産連のϗームϖージにࡌܝして ·͍すのでɺ社内ڭҭ༻ࢿྉとしてご活༻͘ ͩ͞ ͍ɻ

͜ͷϘタンΛ
クリック͢Δͱɺ
Լͷϖージʹ
ඈͼ·͢ɻ

੨ࣈΛ
クリック͢Δͱɺ
コンςンπ΍
Ҋ内ΛݟΔ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ
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全日本印刷工業組合連合会�印刷工業会�

「2025年 年末会員懇談会」を開催

2025年12月 5 日（金）、印刷工業会年末会員懇談会を東

京・赤坂の明治記念館で開催いたしました。第一部では、

富士 2 の間にて講演会を実施。講師には柔道家でロンド

ンオリンピック銀メダリストの杉本美香氏をお招きし、

「個の育成術 ～スポーツの環境から学ぶコーチング～」

をテーマに、1時間にわたりご講演いただきました。

杉本氏からは、2012年ロンドンオ

リンピックで銀メダルを獲得後に引

退されたのち、筑波大学大学院でコ

ーチングを学ばれたこと、企業チー

ムの監督として選手間の価値観の違

いに向き合い、部の方針や挨拶など

基本的なルールを整え、自ら継続し

て示すことで選手の意識を高めたことなどについてお話

しいただきました。また、目標設定の支援や丁寧なコミュ

ニケーションを通じて相談しやすい環境をつくり、チー

ムの一体感と成長につなげた取り組みが紹介され、145

名の参加者が熱心に耳を傾け、大盛況のうちに終了いた

しました。

第二部は蓬莱の間において、会

員会社23社 140名の皆様にご参集

いただき、懇親会を開催しました。

開会にあたり麿会長は、2025年の

日本経済は物価上昇や人手不足と

いった課題があるものの、インバ

ウンド需要や賃上げによる所得改善に支えられ回復基調

となったこと、また多言語対応などインバウンド関連を

中心に印刷産業にも新たな機会が広がっていることに触

れました。そのうえで、印刷業界は受注型から脱却し、

情報価値を創造する高付加価値産業へ進化し、社会や企

業をつなぐ新たな価値提供が求められると述べました。

続いて来賓を代表し、経済産業省

商務・サービスグループ 文化創造

産業課 文化創造産業海外需要開拓

室長の荻野様より、日本経済の持続

的成長には賃上げが不可欠であり、

そのためにはサプライチェーン全体

での価格転嫁と取引適正化が重要で

あるとのご挨拶をいただきました。また、印刷企業の皆

さまには発注元とも連携し、これらの取り組みを積極的

に進めてほしいとのお言葉を賜り、続けて乾杯のご発声

をいただきました。その後は、会員同士で懇親を深める

有意義な時間となりました。

10月10日（金）東京會舘にて、
全印工連創立70周年記念行事を開催

全日本印刷工業組合連合会創立70周年記念行事が10月

10日、東京都千代田区の東京會舘で執り行われ、全国か

ら860人が集い、“Reboot the Print ! 印刷のチカラ、再起

動！”をコンセプトに70年の歩みを振り返るとともに、

未来に向けて想いを馳せた。

全印工連は1955年に全国の調整

組合が集結し、全国団体として発

足。この間、先人たちが幾度の変

革期を乗り越え、時代のトレンド

を掴みながら印刷産業発展の基盤

を整備し続けてきた。創立70周年

記念行事では武藤経済産業大臣に

もご臨席頂き、記念式典・表彰式で業界発展の功労者を

表彰。講演会、記念パーティーを通して、70年間にわた

り苦難を乗り越え歴史を紡いできた先人に感謝し、全国

から集った仲間と次代への一歩を踏み出した。

記念講演会ではメディアアーティストで筑波大学准教

授の落合陽一氏が『印刷産業の近未来』を演題に、“文明

が進化しても、人類はほとんど進化していない”という

視点をもとに、コミュニケーションの本質に切り込んだ。

落合氏は大阪・関西万博のプロデューサーの一人とし

てシグネチャーパビリオン「null2（ヌルヌル）」を手掛

けた。講演会では、AIが生まれながらにあるデジタルネ

イチャーの世界観の解説を皮切りに、鏡面幕を使った大

阪・関西万博のパビリオン『null2』のコンセプトや製作

過程、“祭り”としての万博の意義、AIが抱えるセキュ

リティの課題などについて語った。また、ショート動画

を生成するAIを挙げて、「人間がまだ見ぬコミュニケー

ションをするための媒体の技術や文化がどう変わってい

くか。印刷業のコンピュータ周りの技術において重要な

課題になっていると思う」と述べた。

続いての記念パーティーは組合員・関係者860人が集

い、盛会裡に終了した。
経済産業大臣表彰

講演する杉本美香氏

開会の挨拶をする麿会長

記念式典 瀬田会長挨拶

来賓代表挨拶の荻野氏
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৔ҕ員会ࢢ ओ催「ϑΥʔϜ印ۀ࡮քͷ
会」を開催ࠂঢ়ͱ՝୊にؔ͢Δௐࠪใݱ

後ޕ৔ҕ員会（খౡউ໵ҕ員長）は10月21日（Ր）ࢢ 3

時より日本印刷会館にて、「2025年ϑΥーム印刷業界の

会」をϋイϒリッドで開催ࠂঢ়と課題に関する調ࠪ報ݱ

し、全国の会員を中心に໿110名が参加した。第̍部で

は、খౡҕ員長より 8 月に実施した会員アンケートをϕ

ースにその調ࠪ結Ռが報ࠂされ、第 2 部では、+A(A5

藤Ҫݐ人氏より「+A(A5印刷マネジメントϒック2025」

から印刷産業全体のঢ়況の解説があった。

■【第1部】

フォーム印刷業会の現状と課題に関する調査報告

খౡҕ員長は、「会員

の皆様が、ڞ通課題の

情報提供やڞ有を通じ

て一ॹに取組み、その

動がগしでも会員企׆

業の事業׆動の一ॿに

なればと、メンバーは日ʑߟえております。また、զʑ

ビジネスϑΥーム業界は、印刷業界の中でもڧみのある

業界です。それは、٬ސ઀点の中でも、Ϣーβー企業の

中心部ॺとの઀点が多いことで、Ϣーβーが求めている

ことや課題解ܾのώントに௚に઀することが出来、ビジ

ネスとしてのྑいチャンスとなりチャレンジができるこ

とです。ੋඇ、皆さんと一ॹに成長できるように取組ん

で行きたい」と話した。

■【第2部】「JAGAT印刷マネジメントブック 2025

─2024年度印刷産業経営力調査報告書─」について

藤Ҫ氏は、ࠓ回の調ࠪは106社の

回౴をϕースに、企業価値を「価値

、「はなͥ、どう生まれるのか（事࢓）

「価値をどうධ価するのか」、「価値

をどのようにަ׵するのか」という

3 つのテーマでまとめ、「これから

の٬ސとの関係ੑは、発注者から࢓

様を受ける『印刷੥ෛ型』から、ސ

٬とڞに課題をڞ有し、価値をڞ創する『ڞ創型』へと

Ҡ行することが大切である」と解説を結んだ。

ҕһ࡚ؠ৔ҕһ会ɿখౡҕһ長ɺࢢ

日ຊࣗඅग़൛จԽ৆ͷ࡞඼ืू開࢝
ࣗඅग़൛෺にޫを͋てΔ

ฐ会ओ催、/P0๏人日本自අ

出൛ネットϫークがओ؅する第

29回日本自අ出൛文化৆の作඼

ื集が開࢝となりました。

本文化৆は、人ʑの目に;れ

にくい自අ出൛物にޫをあて、

ஶ者の功੷をたたえ、自අ出൛

のධ価・ੑ׆化をଅ進しようと

するものです。ซせて、/P0๏

人日本自අ出൛ネットϫークの

ϗームϖージによる自අ出൛データの஝積・ެ開׆動と

連動させ、日本の自අ出൛文化を育み広めるものです。

応ืࢿ格は、੍作අ༻の全ֹまたは一部をஶ者（個

人・団体）がෛ୲、日本国಺で2016年Ҏ߱に出൛された

もの、ओとして日本語でॻかれた一ൠॻ、製本されたॻ

੶が対৅となります。

క切は26年 3 月31日（౰日ফ印有ޮ）です。

ೖ選結Ռは 9 月 5 日に開催される࠷終選ߟ会終了後の

記者会見で結Ռが発表され、2026年11月 7 日にアルカデ

ィアࢢϲ୩で表彰式が執り行われます。

大৆には৆金20万ԁがଃられるほか、ࠓ回も৭઒大٢

৆、部໳৆などを༻意しています。࢒念ながら28回は大

৆作඼なしということでしたので、ࠓ回はੋඇ、大৆を

ૂってご応ืください。

応ื方๏のৄࡉは、日本自අ出൛ネットϫークϗーム

ϖージ（httQT���XXX�KTKBQBn�net�）をご֬ೝください。

2 月18日から20日ま

での 3 日間、東京・஑

ାのサンシャインシ

ティコンϕンションセ

ンターで開催される、

日本印刷技術ڠ会ओ催

のQBHe2026に、ࠓ年も

ジャグラは出展します。

ϒースでは、ジャグラ

コンパクト%9事業の成Ռをはじめ、ࠓ業界団体にೖる

価値を来৔される印刷関連業の方ʑにご提示します。出

展メーカー、ϕンダーの皆様も様ʑな情報ަ׵をさせて

いただきますので、ϒースにお立ちدりいただければ޾

いです。

લճQBHFలのδϟάϥϒʔε

+"("5�౻Ҫݐਓ氏

ҹ࡮会ؗͰのใࠂ会

page2026に出展へ

ジャグラの諸活動をPR
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「૊߹·ͭΓ JO�50,:0
ʙٕͱ৯ͷࡇయʂʙ」開催

東京౎੡ຊ工ۀ૊߹͕ϒʔεग़ల
東京都千代田区・ؙの಺の東京国ࡍϑΥーラムϗール

̚にて、10月29日～30日の 2 日間にわたり、「組合まつり

in 50,:0 ～技と৯の祭典！～」が開催された。本イϕ

ントは、東京都中খ企業団体中ԝ会が「中খ企業受注֦

大プロジェクト」の一環としてओ催。東京をڌ点に、全

国の中খ企業組合を集めて「技（技術・ものͮくり）」「৯

（৯඼・஍Ҭ物産）」のັྗを発৴、組合の஌名度向上や

ൢ࿏開拓をਤることを目的としており、ࠓ回 9 つのカテ

ΰリー（Ϟビリティʗものͮくりʗくらしʗアミューζ

メントʗ఻౷工ܳ඼ʗ৯඼ʗҏ౾・খּݪॾౡʗ経済ʗ

全国物産）にわたる展示が行われ、東京と全国の「技」

と「৯」が一ಊに会した。

回、東京都製本工業組合として組合まつりにてॳのࠓ

ϒース出展を行った。出展に先立ち、東京工組は教育労

務・ઐ໳ߍҕ員会に、このイϕントのまとめ໾をҕͶた。

同ҕ員会はٞڠを重Ͷ、組合員に出展スϖースを提供し、

֤企業の自社ϒランドのҕୗൢചを行うܭ画を提Ҋ。Ҋ

಺を֤社におૹりしたとこΖ、 7 社の組合員企業（౉ᬒ

製本ג式会社、֟୔ݑઐಊ製本ג式会社、有ݶ会社中正

式会社ਗ਼美ಊ、もがみג、式会社キョーダイ社ג、工ࢴ

会社）が出展参加に手をݶ工有ࢴ会社、もがみݶ工有ࢴ

挙げていただいた。イϕント౰日は、֤社キャッチーで

ಠ自のセンスҲれる製඼や、技術の高さを࢕えるアイテ

ムがζラリとฒͼ、多くの来৔者が足をࢭめ、製඼が์

つັྗを実感していた。

ग़లϒʔεの༷ࢠ

+'-1Ͱ͸「ੈքϥϕϧίϯςετ
2025」Ͱ5࡞඼͕ೖ৆

- 9 （世界のラϕルڠ会）ओ催の「世界ラϕルコンテスト

2025」は、2025年 9 月スϖイン・バルセロφにて開催され、

+'-P（日本）をはじめとして、'I/A5（Ԥभ
、5-.I（๺

ถ）、'P-.A（߽भ）、4A-.A（ニュージーランド）、$PA

（中国）、-.AI（インド）の世界のシールラϕル印刷 7 団体

が参加して行われた。

৹ࠪ員による、カテΰリー 1 からॱにカテΰリー24まで৹

ࠪを行い「サンプル഑෍と説明」「֤৹ࠪ員からのコメント

やࢦఠ」を経て「৹ࠪ員全員の合意」によってそれͧれの結

Ռがܾまり、その結Ռが10月30日にニュースリリースされた。

全日本シール印刷ڠ同組合連合会（+'-P）からは 4 部໳で

、「༏ल৆࠷」 1 部໳で「৹ࠪ員ಛผ৆」の合ܭ 5 部໳でೖ৆

した。

式会ג～はレタープレス・カラープロセス部໳「༏ल৆࠷」

社۝भクラϑト工業、レタープレス・ϫインञ部໳～ג式会

社サトー、ෳ合・ϫインञ部໳～ג式会社サンメック、イϊ

ϕーション部໳～ג式会社金୔シール。「৹ࠪ員ಛผ৆」は

オϑセット・ϫインञ部໳～進࿨ラϕル印刷ג式会社。

また、印刷方式ຖに発表される「#eTt oG the #eTt」は2026

年 1 月एしくは 2 月に発表の༧定。

なお、ೖ৆社の 5 社 5 作඼には世界ラϕルコンテスト৹ࠪ

会からトロϑィーが授༩される༧定で、そのトロϑィー授༩

式は2026年 5 月29日に行われる౰連合会通ৗ૯会後の懇親会

の๯಄に授༩する༧定。

業޻式会ࣾ۝भΫϥϑτג
式会ࣾατʔג

式会ࣾۚ୔γʔϧג

式会ࣾαϯϝοΫג
ਐ࿨ϥϕϧҹג࡮式会ࣾ
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ఆྫཧ事会を開催

全国グラビアڠ同組合連合会は、2025年11月 6 日（໦）

12時より、第一ϗテル྆国「෨#$%」にて定ྫཧ事会を

開催しました。ཧ事17名、ސ໰ 1 名、報道 1 名が出席し

ました。

ཧ事会に先立ち、全グラ׆動に多大なるݙߩを頂いた

஛Լ৾࢘લ෭ཧ事長がڈる11月 1 日（౔）にご੦ڈされた

ため、 1 ෼間の໧౲を行い、ご້෱をおفりしました。

田ޱ会長より、஛Լલ෭ཧ事長が

グリーンプリンテイングී׆ٴ動や

大阪にて外国人技ೳ実श੍度ݧࢼ৔

を立ち上げる౳の苦労話や思い出話

を൸࿐して挨拶が࢝まりました。ま

た、業界಺で౗産企業が出てしまっ

た事はණࢁの一֯で、業界にԙける

རӹ֬อはӹʑݫしさを૿している事౳に言ٴし、適正

なऩӹ֬อをした上で機ցのメンテφンスを行い、Ӭ続

ੑがあり、ັྗある業界をஙきあげることが重要である

と述べられました。

֤஍方୯組からの近況報ࠂからٞ事を࢝めました。

'A$& 50 'A$&での意見ަ׵の重要ੑをטみకめつつ、

஍方ຖのܠ況感の違いを実感しました。๺海道のएڱཧ

事長からは、来年度全グラ૯会・懇親会のܭ画が報ࠂさ

れました。インバウンドのӨڹで、ϗテルの֬อが難し

く、価格も高価となっているだけでなく、観ޫバスの手

഑や観ޫ஍でのチケット֬อ、団体見学おஅり౳で苦労

されている事が఻わりました。上൒期のܾࢉ報2026、ࠂ

年լ׵ަࢺ会ܭ画報ࠂの後、ࢁԼཧ事より日印産連(P

表彰式・グリーンプリンテイング新نೝ定工৔の報ࠂが

ありました。印刷技ೳ人ࡐ機ߏཧ事会報ࠂ、技ೳ実शࢼ

ޏঢ়況、+AI.・育成ब労੍度へのҠ行ঢ়況౳外国人ݧ

༻に関する説明を行った後、ݪ٢ཧ事長が「中খ企業の

皆様に໾立つ価格ަব講श会」の報ࠂをしました。࠷後

に、҆Ӭ෭ཧ事長が「取適๏」「Լ੥振ڵ๏改正」につ

いてৄしく説明し、ด会しました。୹時間のׂにはٞ題

が多くۦけ足となりましたが、಺༰的にはॆ実したཧ事

会となりました。

田ޱ会長

10月20日に($+会員向けに『 2 時間の࢓事が 5 ෼で終

わる迴 スクリプトで作業をޮ཰化！“($+スクリプト

セミφー第 2 ஄！”』を開催。ࡢ年10月に第 1 回を開催

したとこΖ、キャッチにِりなし！続ฤを期଴するとの

声が多くدせられたため第 2 ஄を開催した。ॳ心者向け

に一方通行ではなく講師と受講者がパιコンをૢ作しな

がら学んだ。組合員Ҏ外の受講も多く、޷ධཪに終了し

た。アンケートの声を元にシリーζ化も視野に続ฤをݕ

౼中。ޤうご期଴。

続いて10月23日『プリプレス৬৔を価値ڞ創で未来に』

を開催した。ࡢ年、生成AIの׆༻術を説き޷ධを博した

大ڮ講師による、プリプレスを生業とするࢲたちの進Ή

べき方向を、印刷の歴史からAI׆༻にࢸるまでを૖大な

ストーリーとともに語る示ࠦに富んだ಺༰だった。

11月26日 ($+ཧ事会を開催。

֤事業ҕ員会報ࠂ、日印産連ҕ員会報ࠂ、֤஍区工組

からの報ࠂに続き、ٞڠ事߲として組৫再ฤと来年11月

開催の($+全国大会について意見ަ׵が行われた。

12月18日 ($東京ओ催、東京プロセス工業ڠ同組合、

($੨年会ڞ催による『๨年会2025』を日ࠒごྗڠいた

だいているࢍॿ会員の方ʑをަえて、70名参加のもと、

大正ロマンඬう銀࠲ランプ௾で開催した。($੨年会を

はじめ、世代を௒えたަྲྀがਤれた。

G$౦ژਓࡐҭ੒ࣄ業ҕһ会ओ࠵ʰεクϦϓト

ηϛφーʱを8&#։࠵

G$த部ओ࠵ɺG$౦ژՁ஋ڞ૑ࣄ業ҕһ会ڞ

࠵Ͱηϛφーを8&#։ࡁ

第�ճG$Jཧࣄ会8&#։࠵

G$౦ژओ࠵ʰ๨年会2025ʱ։࠵

ࠂಈใ׆田($੨೥会会長のݪ

長の開会式͍͋ͭ͞ࣄཧࢁۋ
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「4*-,4$3&&/�53*"-�202�」ͷ
͝঺հ

来年2026年に創立60周年をܴえる、学ߍ๏人܂୔学Ԃ

東京造ܗ大学は、౰連合会のྗڠのԼ、創立60周年記念

事業「4I-,4$R&&/ 5RIA- 2026」をਪ進している。

本プロジェクトは学生と連合会会員企業のڞ同੍作によ

り、スクリーン印刷における新しい表ݱの発۷を目的と

している。

同大学の学生から「スクリーン印刷の技術をඞ、ࡏݱ

ͣ使༻すること」を৚݅に、作඼のアイディアをื集し

ている。2026年 1 月23日にื集をక切り、 3 月に৹ࠪ、

৹ࠪを通過したアイディアを 4 月から10月にかけて印刷

し、作඼を׬成する。11月には܂୔学Ԃの新教育施設に

て、׬成した作඼の一ൠެ開を༧定している。

ื集に先立ち、「4I-,4$R&&/ 5RIA- 2026」の学಺

説明会が、2025年11月21日（金）に東京造ܗ大学において

開催された。౰日は生ౢॱཧ学長や関係者の立ち会いの

もと、100名Ҏ上の学生が参加。連合会会員 6 社が技術

紹介とサンプル展示を行い、学生たちはスクリーン印刷

が有するૉࡐの෯広さや商඼の多様さに関心を示し、展

示サンプルをલに׆発な質ٙ応౴がަわされた。連合会

は学生の熱意とӶい൓応に感໏を受ける一方、学生はリ

アルな技術にܹࢗを受け、ڞに連携ڧ化によるڠಇに期

଴が๲らΉ一日となった。

ୈ7�ճ தখஂۀاମѪ஌ݝେ会
Ѫ஌ݝ஌事৆ ड৆（༏ྑ૊߹）

全日本ޫ୔化工ڠࢴ同組合連合会ࡿԼの中部ޫ୔化工

԰マリオットアιシアϗݹ同組合は10月23日（໦）名ڠࢴ

テルにてѪ஌ݝ中খ企業中ԝ会がओ催するѪ஌ݝ大会に

て༏ྑ組合としてѪ஌ݝ஌事৆を受৆いたしました。

ฏ成 4 年 4 月に組合を

設立してҎ来、ڞ同事業

をਪ進し、組合員の஍Ґ

向上や基盤のॆ実にد༩

していること、ຖ年֤छ

੫཰、インݮܰ）म会ݚ

Ϙイス੍度౳）を開催し、

組合員への情報提供に౒

め、ྫ会、ཧ事会なども

定期的に開催して組合಺での

意思ૄ通をਤりԁ׈な組合ӡ

Ӧに౒めていることがೝめら

れました。

ಛに組合設立後33年間に全

国大会を 8 回開催し、その時

に合ったテーマを取り上げ全国に発৴してきました。カ

ラーコーディネート、トϤタ生産方式、ޫ୔化工の඼質

基४、デジタル化による印刷業界の動向、਒ࡂと#$P対

について、多様ੑが求められる社会情੎での4%(Tへࡦ

の対応、%9による事業ޮ཰化とิॿ金ར༻などの基調

講演は、全国の組合員にその後の経Ӧ課題としてܨがり

ました。౰組合員からも඼質基४の౷一や4%(Tに取り

組Ή会社、#$Pに取り組Ή会社ができ組合員同士の連携

が出来ました。

後40期、50期とӹʑ成長してࠓ、年は34期目をܴえࠓ

いけるよう組合員一ؙとなって౒ྗ、ྗڠし合い組合の

発展につなげていくྑい機会になりました。
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グリーンプリンティング制度概要説明会

第6回 グリーンプリンティング推進部会
GP周知活動WG

2025 GP環境大賞等表彰式・
「印刷と私」トークショー

グリーンプリンティング認定工場更新説明会
オフセット印刷部門

第3回 環境自主行動計画推進WG

第215回 プライバシーマーク審査委員会

プライバシーマーク審査員勉強会

グリーンプリンティング申請書作成説明会

第1回 環境表彰制度検討WG

グリーンプリンティング認定工場更新説明会
グラビア印刷部門

GP認定工場交流会

グリーンプリンティング制度概要説明会

「全国カタログ展」審査会

第2回 環境マネジメント部会

第216回 プライバシーマーク審査委員会

プライバシーマーク審査員勉強会

第4回 ステアリング・コミッティ
（運営委員会）

グリーンプリンティング申請書作成説明会

第4回 グリーンプリンティング推進部会

賃上げ確保に向けた価格転嫁・取引適正化に
関するハイレベル面談

＊

＊

出版クラブビル

印刷会館
202・203

日印産連会議室 ＊

日印産連会議室

日印産連会議室 ＊

＊

印刷会館 203

＊

＊

＊

共同印刷

日印産連会議室 ＊

日印産連会議室

日印産連会議室 ＊

印刷会館2F 大会議室 ＊

＊

＊

経済産業省

第7回 グリーンプリンティング推進部会
GP周知活動WG

グリーンプリンティング制度概要説明会

情報セキュリティ部会

全国カレンダー展審査会

マスコミ懇談会

第2回 知的財産部会

第81回 グリーンプリンティング工場認定委員会

第217回 プライバシーマーク審査委員会

第72回 プライバシーマーク審査員研修会

グリーンプリンティング申請書作成説明会

＊

＊

日印産連会議室

共同印刷

日印産連会議室

日印産連会議室

＊

日印産連会議室

日印産連会議室 ＊

＊

＊WEB開催、併用の会議

2025年10݄� 0DU��2025

2025年11݄� /PW��2025

2025年12݄� %eD��2025
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【දࢴσβΠンɹ࡞Ոɾ࡞඼ϓϩフΟーϧ】

ຊࢁ ڿ

5011"/άϥϑΟοΫίϛϡχέʔγϣϯζג式会ࣾσβΠϯηϯ

λʔॴଐɻ

ଟຎ美ज़大ֶ美ज़ֶ෦άϥϑΟοΫσβΠϯֶՊଔ業ޙɺತ൛ҹ࡮

ʢגʣೖࣾɺࢸʹࡏݱるɻ表ࢴσβΠϯ͸ɺ೔本ҹ࡮産業࿈߹会をߏ੒

する��ஂମを��のਤܗͰ表͠ɺ༂ಈ΍ֵ৽ͳͲҹ࡮業քのະ来΁の

ൃలを表ͨ͠ݱɻ�݄߸のΠϝʔδ͸ʮ֦ுʯɻ

新年あけましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になりました。

本年もよろしくお願い申し上げます。

年末年始休暇を終え、少しずつ日常のリズムが戻ってき

た頃でしょうか。ゆっくり過ごされた方も、慌ただしく新

年を迎えられた方も、それぞれの形で新しい一年がスター

トしたことと思います。

2025年を振り返ると、スポーツ界では明るい話題が多く、

中でも大谷翔平選手の活躍は、ニュースや試合結果を見る

たびに多くの人に元気を与えてくれました。日々の忙しさ

の中でも、思わず笑顔になったり、前向きな気持ちになっ

た方も多いのではないでしょうか。

そして2026年には、ミラノ・コルティナ2026冬季オリン

ピックをはじめサッカーＷ杯、WBCの開催など、注目のス

ポーツイベントが控えており、また新たな感動が生まれる

一年になりそうです。本年も、そんな楽しみを励みにしな

がら、皆さまと歩んでいければと思っております。

1月 7日に開催の日印産連「2026年新年交歓会」は、無

事に終えることができました。10団体ならびに関連団体の

事務局の皆様には大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。

多くの方にご参加いただき、新しい年のスタートに皆様

と交流が持てることに、喜びを感じております。

1月号の特集として「年頭所感」（P. 2 － 3 ）と「2026年

新年交歓会」の様子（P. 4 － 6 ）を掲載しておりますので、

是非ご覧ください。

主催コンクール関連では、昨年11月に「第67回全国カタ

ログ展」、12月に「第77回全国カレンダー展」の審査会を

行いました。受賞作品や展示会の日程等、詳細につきまし

ては日印産連HPをご覧ください。 1 月20日に行われた合

同表彰式の様子につきましては、 4月号に掲載予定です。

また、「第59回造本装幀コンクール」の出品作品を募集

しております（37ページに広告掲載）。

幅広い分野から、多くの作品が出品されることをお待ち

しております。

次号は 4月号となり、本誌の広告ページも新たな契約年

度（基本 1年間）となります。掲載実績のある企業様へは

ご案内をお届けさせていただきますが、新たに掲載のご希

望がございましたら日印産連までぜひご連絡ください。

表紙デザインも 4月号から、新しいデザインとなります

ので、表紙にもぜひご注目ください。

本年もご支援・ご指導の程、よろしくお願い申し上げま

す。

事務局だより




